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仏の里に鬼が舞う
岩戸寺で修正鬼会

月　日 病　　院　　名 所  在  地 電話番号

福田産婦人科内科医院

福永胃腸科外科医院

は る か ぜ 醫 院

あ お ぞ ら 病 院

堀 田 医 院

家 近 泌 尿 器 科 医 院

富来Ｋ．クリニック

むさし整形外科医院

国 東 町 田 深

国 東 町 鶴 川

国見町大熊毛

国 東 町 小 原

国 見 町 伊 美

武 蔵 町 古 市

国東町富来浦

武 蔵 町 古 市

72-0168

72-3001

89-9414

72-0455

82-0490

68-0144

73-3010

69-0171

3月11日

3月18日

3月21日

3月25日

3月の休日在宅当番医
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月　日 病　　院　　名 所  在  地 電話番号

な か よ し 歯 科 医 院

ア キ モ ト 歯 科 医 院

福 永 歯 科 医 院

岐 部 歯 科 医 院

武 蔵 町 古 市

安 岐 町 西 本

国 東 町 鶴 川

国 見 町 伊 美

68-0118

67-2677

72-2838

82-0078

3月11日

3月18日

3月21日

3月25日

3月の休日歯科当番医

※休日当番医は変更になることがありますので、電話でご確認のうえ受
診してください。

　国東市民病院（安岐町下原☎67-1211）は救急指定病院ですので、
休日・夜間でも急患を受け付けています。

今月の表紙は､２月24日㈯に岩戸寺で行
われた修正鬼会のようす。荒鬼とタイレシ
が輪を作って参拝客を囲み､松明で頭や
肩をたたきこの１年間の五穀豊穣・無病息
災・家内安全などを祈願しました。

いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき

Number 012 3  2007 MarchNumber 012 3  2007 March

4月から国東市コミュニティバスの
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※は乗車できません。

※は乗車できません。

※は下りでは乗車できません

運行経路について

熊毛・長瀬 月曜日

大熊毛・小熊毛 火曜日

鬼籠・櫛海 水曜日

櫛　来 木曜日

向田・浜陽 金曜日

路線名 運行曜日 運行経路（停留所順）

深江・寺山 月曜日

堅　来 火曜日

赤　松 水曜日

小　原 木曜日

治郎丸 金曜日

路線名 運行曜日 運行経路（停留所順）
深江上 ⬅➡ 深江公民館 ⬅➡ 深江入口 ⬅➡ ※富来橋 ⬅➡ 上寺山 ⬅➡ 五徳 ⬅➡ 寺山公民館
 ⬅➡ 下寺山 ⬅➡ 浜崎 ⬅➡ 前山 ⬅➡ 体育館前 ⬅➡ ※国東市役所 ⬅➡ アストくにさき ⬅➡ 
道の駅くにさき ⬅➡ 国東バスターミナル

奥畑 ⬅➡ ホキ ⬅➡ 中畑 ⬅➡ 花ノ木 ⬅➡ 中受 ⬅➡ 堅来公民館 ⬅➡ 園田橋 ⬅➡ 日向 ⬅➡ 
塩屋西 ⬅➡ 塩屋 ⬅➡ ※富来橋 ⬅➡ ※国東市役所 ⬅➡ アストくにさき ⬅➡ 
道の駅くにさき ⬅➡ 国東バスターミナル

上京一 ⬅➡ 中京一 ⬅➡ 京一 ⬅➡ 金剛寺 ⬅➡ 亀山前 ⬅➡ 恩祖 ⬅➡ 利生寺 ⬅➡ 大東 ⬅➡ 
地間 ⬅➡ 上山吹 ⬅➡ 中山吹 ⬅➡ 下山吹 ⬅➡ 前の台 ⬅➡ 下原 ⬅➡ 上安国寺 ⬅➡ 
安国寺公民館 ⬅➡ 下安国寺 ⬅➡ アストくにさき ⬅➡ 道の駅くにさき ⬅➡ 
国東バスターミナル

七巻神社 ⬅➡ 天満社 ⬅➡ 明前 ⬅➡ 力堂 ⬅➡ 新貝 ⬅➡ 野在 ⬅➡ 石生入口 ⬅➡ 小原小学校
 ⬅➡ 金林 ⬅➡ 小原公民館入口 ⬅➡ 小原入口 ⬅➡ 黒津公民館 ⬅➡ 本村 ⬅➡ 
道の駅くにさき ⬅➡ アストくにさき ⬅➡ 国東バスターミナル

上川内 ⬅➡ 川内 ⬅➡ 上仲吉 ⬅➡ 仲吉 ⬅➡ 上宮本 ⬅➡ 下宮本 ⬅➡ 上治郎丸中央 ⬅➡ 
上治郎丸入口 ⬅➡ 下治郎丸公民館 ⬅➡ 門前東 ⬅➡ 地蔵様 ⬅➡ 道の駅くにさき ⬅➡ 
アストくにさき ⬅➡ 国東バスターミナル

山　口 月曜日

油留木 火曜日

志和利 水曜日

吉　松 木曜日

松ヶ迫・小ヶ倉 金曜日

路線名 運行曜日 運行経路（停留所順）
（樋村）⬅➡（上林）⬅➡ 日陽 ⬅➡ 日陽入口 ⬅➡ 山口公民館 ⬅➡ 神田酒店前 ⬅➡ 会舞
 ⬅➡ 三郎丸入口 ⬅➡ 南安岐小学校 ⬅➡ 八坂神社前 ⬅➡ 南酒造前 ⬅➡ 安岐総合支所 ⬅➡ 
木野入口 ⬅➡ 田中 ⬅➡ 下西本 ⬅➡ 沢掛入口 ⬅➡ ※安岐 ⬅➡ 市民病院

上油留木上 ⬅➡ 上油留木公民館 ⬅➡ 上油留木下 ⬅➡ 中台 ⬅➡ 下台 ⬅➡ 岡塚上 ⬅➡ 
岡塚下 ⬅➡ 西安岐小学校 ⬅➡ 小川 ⬅➡ 大道 ⬅➡ 安岐総合支所 ⬅➡ 中園 ⬅➡ 高原 ⬅➡ 
中川原 ⬅➡ 沢掛 ⬅➡ 沢掛入口 ⬅➡ ※安岐 ⬅➡ 市民病院

小園 ⬅➡ 中村 ⬅➡ 平 ⬅➡ 下志和利 ⬅➡ 当官 ⬅➡ 椿八幡社 ⬅➡ 時枝 ⬅➡ 
武蔵公民館（武蔵総合支所） ⬅➡ 武蔵隣保館

七郎公民館 ⬅➡ 中村 ⬅➡ 出口橋 ⬅➡ お堂前 ⬅➡ 草場 ⬅➡ 神前橋 ⬅➡ 田口上 ⬅➡ 田口中
 ⬅➡ 仁王上 ⬅➡ 鵜戸橋 ⬅➡ 一ノ瀬公民館 ⬅➡ 仁王下 ⬅➡ 仁王 ⬅➡ ＪＡあき ⬅➡ 小川
 ⬅➡ 大道 ⬅➡ 安岐総合支所 ⬅➡ 沢掛入口 ⬅➡ ※安岐 ⬅➡ 市民病院

松ヶ迫 ⬅➡ 松ヶ迫上 ⬅➡ 松ヶ迫中 ⬅➡ 松ヶ迫下 ⬅➡ 小ヶ倉公民館 ⬅➡ 日向 ⬅➡ 吉広館
 ⬅➡ 迫 ⬅➡ 吉広城址入口 ⬅➡ 楽庭八幡宮 ⬅➡ 馬場入口 ⬅➡ 杉山 ⬅➡ 小倉持 ⬅➡ 
旧中武蔵農協 ⬅➡ 手野公民館 ⬅➡ 中川上 ⬅➡ 中川下 ⬅➡ 成吉上 ⬅➡ 成吉公民館 ⬅➡ 　
宮の前 ⬅➡ 武蔵公民館（武蔵総合支所） ⬅➡ 武蔵隣保館

影 ⬅➡ 浜 ⬅➡ 大熊毛公民館 ⬅➡ 面木 ⬅➡ 熊毛港 ⬅➡ 小江公民館 ⬅➡ 啝浦大師堂 ⬅➡ 
長瀬 ⬅➡ 東浜公民館 ⬅➡ 西浜 ⬅➡ 道の駅くにみ ⬅➡ 国見総合支所 ⬅➡ 伊美

内迫公民館 ⬅➡ 大熊毛公民館 ⬅➡ 大熊毛中 ⬅➡ 大熊毛上 ⬅➡ 小熊毛上 ⬅➡ 
消防倉庫前 ⬅➡ 道の駅くにみ ⬅➡ 国見総合支所 ⬅➡ 伊美

鬼籠上 ⬅➡ 浄隆寺前 ⬅➡ 鬼籠公民館 ⬅➡ 鬼籠中 ⬅➡ 鬼籠下 ⬅➡ 大河内 ⬅➡ 中河内 ⬅➡ 
櫛海中の上 ➡ 覚応寺前 ➡ 櫛海橋 ➡ 妙光寺前 ➡ 国見総合支所 ➡ 
道の駅くにみ ➡ 伊美

宮道 ➡ 櫛来中部 ➡ 高地上 ➡ 高地下 ➡ 須川上 ➡ 須川下 ➡ 金丸上 ➡ 金丸下
 ➡ 町上 ⬅➡ 下櫛来公民館 ⬅➡ 市営住宅前 ⬅➡ 西浜 ⬅➡ 道の駅くにみ ⬅➡ 
国見総合支所 ⬅➡ 伊美

向田上 ⬅➡ 向田中 ⬅➡ 西浜 ⬅➡ 東浜 ⬅➡ 向田入口 ⬅➡（浜公民館）⬅➡（溝の上）⬅➡ 
（西迫）⬅➡（音）⬅➡ 瓜生野 ⬅➡ 浜四つ角 ⬅➡ 旧農協支所前 ⬅➡ ※富来橋 ⬅➡ 
※国東市役所 ⬅➡ アストくにさき ⬅➡ 道の駅くにさき ⬅➡ 国東バスターミナル

問い合わせ　行革推進室　☎0978721111　内線225～228

太字は新しいバス停です。
（　）書きは、運行経路を変更したところです。

４月から国東市コミュニティバスの
本格運行を開始します
　路線バスが走っていない地域を対象として、市では平成18年10月から平成19年３月までコミュニ
ティバスの実証運行を行っています。４月から以下のとおり本格運行を開始しますので、これまでど
おりのご利用をお願いします。

❶運行路線について
　「市報くにさき２月号」でお知らせしたとおり実証運行期間中の市内全体の系統別平均乗車数で
は、かなりのバラツキが生じているものの、市内全体では平均10名を超えており、本格運行も現行
の15路線で実施します。

❷運行回数について
　実証運行期間では、朝の下り便と正午前後の上り便の１往復運行でしたが、正午前後の上り便を
折り返し運行する1.5往復運行とします。（ただし、向田・浜陽線は運行時間が長いため、これまで
通り１往復運行とします。）
　時刻表は、次回「市報くにさき３月15日号　お知らせ版」でお知らせします。

❸運賃について
　均一運賃として、片道１回の乗車につき100円 とします。ただし、未就学児童は無料とします。
降車の時に指定の運賃箱にお支払いください。なお、バス車内で両替（千円）できます。
　定期券・回数券の発行や、身障者手帳等による運賃の割引は行いません。

❹運行経路について
　向田・浜陽線の運行日が金曜日に変わります。また、ご要望の多かったバス停を新設します。詳
しくは、左の表をご覧ください。

国東市コミュニティ
バスの愛称が に決まりました！

　コミュニティバスの愛称について、昨年の「市報くにさき11月号」で募集したところ、市民
の皆さん30名から40点の応募をいただきました。ありがとうございました。
　厳正な審査の結果、「みんなでおでかけできるよう
に」との理由により、国東町川原にお住まいの重光能
子さんからご応募いただいた「おでかけ号」に決定し
ました。
　「おでかけ号」は、４月からの本格運行よりバスの
車体にステッカー等で表示します。
　また、ご応募いただいた方全員の中から抽選で12名
の方に旧４町商工会お買い物券を贈呈します。なお、
発表は発送をもって代えさせていただきます。 ▲重光さん（写真左）に市長職務代理者の麻生総務企画部長から

賞品が贈られました
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運行経路について

熊毛・長瀬 月曜日

大熊毛・小熊毛 火曜日

鬼籠・櫛海 水曜日

櫛　来 木曜日

向田・浜陽 金曜日

路線名 運行曜日 運行経路（停留所順）

深江・寺山 月曜日

堅　来 火曜日

赤　松 水曜日

小　原 木曜日

治郎丸 金曜日

路線名 運行曜日 運行経路（停留所順）
深江上 ⬅➡ 深江公民館 ⬅➡ 深江入口 ⬅➡ ※富来橋 ⬅➡ 上寺山 ⬅➡ 五徳 ⬅➡ 寺山公民館
 ⬅➡ 下寺山 ⬅➡ 浜崎 ⬅➡ 前山 ⬅➡ 体育館前 ⬅➡ ※国東市役所 ⬅➡ アストくにさき ⬅➡ 
道の駅くにさき ⬅➡ 国東バスターミナル

奥畑 ⬅➡ ホキ ⬅➡ 中畑 ⬅➡ 花ノ木 ⬅➡ 中受 ⬅➡ 堅来公民館 ⬅➡ 園田橋 ⬅➡ 日向 ⬅➡ 
塩屋西 ⬅➡ 塩屋 ⬅➡ ※富来橋 ⬅➡ ※国東市役所 ⬅➡ アストくにさき ⬅➡ 
道の駅くにさき ⬅➡ 国東バスターミナル

上京一 ⬅➡ 中京一 ⬅➡ 京一 ⬅➡ 金剛寺 ⬅➡ 亀山前 ⬅➡ 恩祖 ⬅➡ 利生寺 ⬅➡ 大東 ⬅➡ 
地間 ⬅➡ 上山吹 ⬅➡ 中山吹 ⬅➡ 下山吹 ⬅➡ 前の台 ⬅➡ 下原 ⬅➡ 上安国寺 ⬅➡ 
安国寺公民館 ⬅➡ 下安国寺 ⬅➡ アストくにさき ⬅➡ 道の駅くにさき ⬅➡ 
国東バスターミナル

七巻神社 ⬅➡ 天満社 ⬅➡ 明前 ⬅➡ 力堂 ⬅➡ 新貝 ⬅➡ 野在 ⬅➡ 石生入口 ⬅➡ 小原小学校
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太字は新しいバス停です。
（　）書きは、運行経路を変更したところです。

４月から国東市コミュニティバスの
本格運行を開始します
　路線バスが走っていない地域を対象として、市では平成18年10月から平成19年３月までコミュニ
ティバスの実証運行を行っています。４月から以下のとおり本格運行を開始しますので、これまでど
おりのご利用をお願いします。

❶運行路線について
　「市報くにさき２月号」でお知らせしたとおり実証運行期間中の市内全体の系統別平均乗車数で
は、かなりのバラツキが生じているものの、市内全体では平均10名を超えており、本格運行も現行
の15路線で実施します。

❷運行回数について
　実証運行期間では、朝の下り便と正午前後の上り便の１往復運行でしたが、正午前後の上り便を
折り返し運行する1.5往復運行とします。（ただし、向田・浜陽線は運行時間が長いため、これまで
通り１往復運行とします。）
　時刻表は、次回「市報くにさき３月15日号　お知らせ版」でお知らせします。

❸運賃について
　均一運賃として、片道１回の乗車につき100円 とします。ただし、未就学児童は無料とします。
降車の時に指定の運賃箱にお支払いください。なお、バス車内で両替（千円）できます。
　定期券・回数券の発行や、身障者手帳等による運賃の割引は行いません。

❹運行経路について
　向田・浜陽線の運行日が金曜日に変わります。また、ご要望の多かったバス停を新設します。詳
しくは、左の表をご覧ください。

国東市コミュニティ
バスの愛称が に決まりました！

　コミュニティバスの愛称について、昨年の「市報くにさき11月号」で募集したところ、市民
の皆さん30名から40点の応募をいただきました。ありがとうございました。
　厳正な審査の結果、「みんなでおでかけできるよう
に」との理由により、国東町川原にお住まいの重光能
子さんからご応募いただいた「おでかけ号」に決定し
ました。
　「おでかけ号」は、４月からの本格運行よりバスの
車体にステッカー等で表示します。
　また、ご応募いただいた方全員の中から抽選で12名
の方に旧４町商工会お買い物券を贈呈します。なお、
発表は発送をもって代えさせていただきます。 ▲重光さん（写真左）に市長職務代理者の麻生総務企画部長から

賞品が贈られました
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国東市
観光パンフレット（写真左）と
ポスター

　財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業に
よる助成を受けて、南糸原区コミュニティセンター（武蔵
町）、下原西区コミュニティセンター（安岐町）が完成しまし
た。
　南糸原区コミュニティセンター、下原西区コミュニティセ
ンターは、木造瓦葺平屋建てで、それぞれ多目的ホール、
小会議室や談話室、調理実習室等が整っており、今後、
コミュニティ活動の拠点として地域活動に活用される予
定です。

　また、財団法人地域活性化センターの平成18年度活
力ある地域づくり支援事業助成金を受けて、商工観光課
が国東市観光パンフレット、ポスター及びホームページを
作成しました。
　観光パンフレットはＡ４版20ページとダイジェスト版（８
ページ）、ポスターはＢ１版２種類を作成。道の駅や市内の
観光施設等に配置し、市の観光ＰＲに活用されます。ま
た、観光公式サイト（ホームページ）は、４月からの公開を
予定しています。

　市の公用車に青色回転灯をつけて防犯パトロール
する「国東市防犯パトロール車」の出発式が２月５
日㈪、アストくにさきで行われました。

　市職員でつくる市防犯パトロール隊の隊員30名を
前に、隊長の市長職務代理者森正二助役が「犯罪の
ない明るい国東市にしていきましょう。」とあいさ
つ。来賓の城井雅伸国東警察署長が「見せるパト
ロールにより、犯罪抑止効果や市民の皆さんに安心
感を与え防犯意識の高揚が図れます。安全な国東市
になることを期待します。」と祝辞を述べました。
　職員を代表して、武蔵総合支所地域総務課の西村
勇人隊員が「安心で安全な街づくり実現のため、警
察、地域と連携し、防犯パトロール、広報活動に努
めます。」と決意表明した後、５台のパトロール車
で市内の防犯パトロールに出発しました。
　今後は、定期的に市内のパトロールを行い、防犯
活動を行います。

宝くじの助成事業で宝くじの助成事業で

を作成！を作成！コミュニティセンターを建設、市観光パンフレットコミュニティセンターを建設、市観光パンフレット

　市消防本部では、携帯電話・IP電話等からの１１
９番へ通報した時、どこから電話しているかなどの
位置情報等が得られる「緊急通報位置表示システ
ム」を、４月１日から稼動させる準備を進めていま
すが、２月26日㈪・27日㈫の２日間、システムの実
証実験を行いました。この実験は、総務省消防庁の
指導のもとに全国５ヵ所で行われましたが、九州で
は国東市消防本部が選ばれました。
　実証実験では、実際に携帯電話から通報を行い、
位置情報等が正確に表示できるか等を確認しまし
た。
　４月１日からの本稼動により、これまで口頭で確
認していた災害現場が、消防本部のパソコンの地図
上でわかることから、出動がスムーズになり、住民
サービスの向上につながると期待されています。

携帯電話・IP電話等からの緊急通報位置表示システム実証実験携帯電話・IP電話等からの緊急通報位置表示システム実証実験

安岐中学校が全国新聞コンクールで

内閣総理大臣賞を受賞

犯罪のない明るい国東市に

防犯パトロール車出発式

▲青色回転灯と「国東市防犯パトロール車」のステッカーをつけた
　パトロール車でパトロールに出発

◀下原西区
　コミュニティセンター

▲南糸原区
　コミュニティセンター

　安岐中学校の新聞部が発行している学校新聞「暁
雲」が、第56回全国小・中学校・ＰＴＡ新聞コン
クールで、中学・学校新聞の部最優秀賞の内閣総理
大臣賞を受賞しました。
　同コンクールは、学校・学級新聞コンクールの中
で、もっとも権威のある大会の一つ。同部門には全
国から1,124作品の応募があり、前回の同コンクール
で第２位となる文部科学大臣奨励賞の受賞に続き、
今回見事全国第１位に輝きました。
　受賞の知らせを受けて、前期部長の清原夏実さん
（３年）・後期部長の橋本由李さん（３年）は、
「昨年、全国２位だったので今年は１位を取りた
かった。誰でも読みやすい、地域の皆さんに楽しん
でもらえる新聞づくりをめざしました。受賞の知ら
せを聞いたときはうれしくて泣きそうになりまし
た。」と話してくれました。
　新聞部では、上原加代子、林俊昭両教諭の指導の
もと、「一筆入魂～安岐中生の生活を知り、考え、
行動にうつせる原動力となる新聞を作ろう～」を活
動目標に掲げて、35名の部員がそれぞれ取材、原稿
書き、レイアウトを担当。学校行事などのお知らせ
記事だけでなく、地域からの意見などを積極的に取

り入れた紙面づくりをし
ています。
　副部長の花木智史（２
年）さんは、「他の入賞
校のいいところを取り入
れ、新聞部員だけでな
く、全校生徒がかかわれ
るような新聞にしていき
たい。」と次期部長とし
ての抱負を語ってくれま
した。

ぎょう

うん

▲やった !  全国1位だ !  受賞を喜ぶ新聞部の皆さん

▲33年前の安岐中学校誕生とともに
　創刊された「暁雲」。昨年３月から
　安岐町内全戸に回覧されています

▲通報者の発信位置がパソコンに表示されます
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　新聞部では、上原加代子、林俊昭両教諭の指導の
もと、「一筆入魂～安岐中生の生活を知り、考え、
行動にうつせる原動力となる新聞を作ろう～」を活
動目標に掲げて、35名の部員がそれぞれ取材、原稿
書き、レイアウトを担当。学校行事などのお知らせ
記事だけでなく、地域からの意見などを積極的に取

り入れた紙面づくりをし
ています。
　副部長の花木智史（２
年）さんは、「他の入賞
校のいいところを取り入
れ、新聞部員だけでな
く、全校生徒がかかわれ
るような新聞にしていき
たい。」と次期部長とし
ての抱負を語ってくれま
した。

ぎょう

うん

▲やった !  全国1位だ !  受賞を喜ぶ新聞部の皆さん

▲33年前の安岐中学校誕生とともに
　創刊された「暁雲」。昨年３月から
　安岐町内全戸に回覧されています

▲通報者の発信位置がパソコンに表示されます
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税・各種使用料等の納期・納付についてお知らせ

平成19年度　市税･各種使用料等納期一覧表

納付書の発送時期
　住民税（普通徴収）、固定資産税、介護保険料
（普通徴収）は、各税の第１期の中旬に1年間分を
まとめて発送します。
　軽自動車税は、４月中旬に発送します。
　国民健康保険税は、４月中旬に仮算定分を、８月
中旬に本算定分をそれぞれ、まとめて発送します。
　上記以外は、該当月の中旬に毎月発送します。

納付場所
市役所、総合支所、出張所、大分銀行、豊和銀行、
大分県信用組合、九州労働金庫、くにさき農業協同
組合、大分県漁業協同組合
（口座振替の場合は、上記金融機関のほかに郵便局
が選択できます。）

問い合わせ
●税に関すること　●介護保険料
　税　　務　　課　☎0978725162
●水道料・下水道使用料
　上下水道課総務係　☎0978725197　内線281
●市営住宅使用料等
　建設課計画管理係　☎0978725169　内線272・273
●保　育　料
　福祉事務所福祉係　☎0978725164　内線144～148

身体障がい者等の軽自動車税の減免申請のお知らせ
　身体障がい者・戦傷病者等の手帳を持っている方で、軽自動車を所有している方は、申請により軽自
動車税を１台分限り減免することができます。申請期限は、軽自動車税の納期限（５月１日㈫）の７日
前までとなっています。なお、自動車税の減免を受けている方は対象となりません。
※障がいの程度や区分により該当しない場合があります。

問い合わせ　税　務　課　　　　　　　　　　☎0978725162
　　　　　　国見総合支所　地域総務課税務係　☎0978821111
　　　　　　武蔵総合支所　地域総務課税務係　☎0978681111
　　　　　　安岐総合支所　地域総務課税務係　☎0978671111

　上記税・使用料等は、すべて、口座振替ができ
ます。口座振替の場合でも、住民税、固定資産税
については、前納も選択できます。安全で便利な
口座振替をご利用ください。
　口座振替の申し込みは、引落しを希望する科目
を決め、預金通帳と通帳印をお持ちになって、市
内の金融機関で行ってください。

安全で便利な口座振替をご利用ください

　２月９日㈮、国東農工高校で、県特産品しいたけ
を使った料理教室「簡単に作れる『大分しいたけ』
クッキング イン 国東農工高校」が開催されまし
た。しいたけを使って簡単に作ることができるメ
ニューや調理方法を消費者に伝えることを目的に東
部地区森林・林業活性化協議会の主催で開催され、
同校園芸科学科２年生39名が参加。講師の大分県農
業協同組合国東地区婦人部の指導で、「しいたけフ
ライ」「豊後なばめし」など６品を調理した後、全
員で試食し、郷土の特産品しいたけの調理方法を
学びました。

　２月６日㈫午前11時からアストくにさきで、夢咲あんしん野菜づくり圃場体験収穫祭が行われました。こ
れは、「あんしん野菜を作ることの難しさと収穫の喜びを消費者の皆さんに知ってもらおう。」と夢咲あん
しん農産物生産組合（山田秀夫組合長）が中心となって開催したものです。
　この日行われた収穫祭には、圃場体験者と、生産組合員、県・市の職員等16名が参加。昨年の９月に、国
東町浜崎の体験圃場で種まきから栽培管理に取り組み、前日収穫した大根、白菜等を使った「だんご汁」や

「五目ごはん」など５品を調理しました。
　山田組合長が「健康で幸せな毎日をおくるために
も、今回のあんしん野菜づくり体験を地域の皆さんに

広げていただきたい。」
とあいさつ。全員で試食
しながら、あんしん野菜
を使った料理や野菜の保
存法、調理加工法につい
ての説明や意見交換が行
われました。

　武蔵流グリーンツーリズムの会（清原米蔵会長）
が、２月11日㈰に「しいたけ駒打ちと座禅体験」を
開催しました。大分市や別府市から11名が参加。
　藤原寛一さん（丸小野）の農場で、しいたけがで
きるまでの説明を受けたあと、全員でしいたけの駒
打ち作業を体験。昼食後、吉広の西光寺に移動して
座禅体験をして精神統一を図りました。

「あんしん野菜」づくりで作る喜び、食の安全を実感！「あんしん野菜」づくりで作る喜び、食の安全を実感！
夢咲あんしん野菜圃場体験収穫祭

簡単に作れる「大分しいたけ」
クッキング イン 国東農工高校
簡単に作れる「大分しいたけ」
クッキング イン 国東農工高校

▲試食しながら意見交換を行いました

▲駒打ち作業をする参加者の皆さん

▼あんしん野菜を使って調理した料理

グリーンツーリズムで
しいたけ駒打ち体験
グリーンツーリズムで
しいたけ駒打ち体験

武蔵町

４月
5/1日
㈫

５月
5/31日
㈭

６月
7/2日
㈪

７月
7/31日
㈫

８月
8/31日
㈮

９月
10/1日
㈪

10月
10/31日
㈬

11月
11/30日
㈮

12月
12/25日
㈫

１月
1/31日
㈭

２月
2/29日
㈮

３月
3/31日
㈪

住民税（普通徴収）
固定資産税
軽自動車税

国民健康保険税

介護保険料（普通徴収）
水道料
下水道使用料
市営住宅使用料等
（駐車場・浄化槽使用料）
保育料

全期
1期

（仮算定）

4月
4月

4月

4月

1期

2期
（仮算定）

5月
5月

5月

5月

1期

3期
（仮算定）
1期
6月
6月

6月

6月

4期
（仮算定）
2期
7月
7月

7月

7月

2期

5期
（本算定）
3期
8月
8月

8月

8月

2期

6期
（本算定）
4期
9月
9月

9月

9月

3期

7期
（本算定）
5期
10月
10月

10月

10月

8期
（本算定）
6期
11月
11月

11月

11月

3期

9期
（本算定）
7期
12月
12月

12月

12月

4期

10期
（本算定）
8期
1月
1月

1月

1月

4期

9期
2月
2月

2月

2月

10期
3月
3月

3月

3月

納期限

科　目
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●税に関すること　●介護保険料
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●水道料・下水道使用料
　上下水道課総務係　☎0978725197　内線281
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　建設課計画管理係　☎0978725169　内線272・273
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　福祉事務所福祉係　☎0978725164　内線144～148

身体障がい者等の軽自動車税の減免申請のお知らせ
　身体障がい者・戦傷病者等の手帳を持っている方で、軽自動車を所有している方は、申請により軽自
動車税を１台分限り減免することができます。申請期限は、軽自動車税の納期限（５月１日㈫）の７日
前までとなっています。なお、自動車税の減免を受けている方は対象となりません。
※障がいの程度や区分により該当しない場合があります。

問い合わせ　税　務　課　　　　　　　　　　☎0978725162
　　　　　　国見総合支所　地域総務課税務係　☎0978821111
　　　　　　武蔵総合支所　地域総務課税務係　☎0978681111
　　　　　　安岐総合支所　地域総務課税務係　☎0978671111

　上記税・使用料等は、すべて、口座振替ができ
ます。口座振替の場合でも、住民税、固定資産税
については、前納も選択できます。安全で便利な
口座振替をご利用ください。
　口座振替の申し込みは、引落しを希望する科目
を決め、預金通帳と通帳印をお持ちになって、市
内の金融機関で行ってください。

安全で便利な口座振替をご利用ください

　２月９日㈮、国東農工高校で、県特産品しいたけ
を使った料理教室「簡単に作れる『大分しいたけ』
クッキング イン 国東農工高校」が開催されまし
た。しいたけを使って簡単に作ることができるメ
ニューや調理方法を消費者に伝えることを目的に東
部地区森林・林業活性化協議会の主催で開催され、
同校園芸科学科２年生39名が参加。講師の大分県農
業協同組合国東地区婦人部の指導で、「しいたけフ
ライ」「豊後なばめし」など６品を調理した後、全
員で試食し、郷土の特産品しいたけの調理方法を
学びました。

　２月６日㈫午前11時からアストくにさきで、夢咲あんしん野菜づくり圃場体験収穫祭が行われました。こ
れは、「あんしん野菜を作ることの難しさと収穫の喜びを消費者の皆さんに知ってもらおう。」と夢咲あん
しん農産物生産組合（山田秀夫組合長）が中心となって開催したものです。
　この日行われた収穫祭には、圃場体験者と、生産組合員、県・市の職員等16名が参加。昨年の９月に、国
東町浜崎の体験圃場で種まきから栽培管理に取り組み、前日収穫した大根、白菜等を使った「だんご汁」や

「五目ごはん」など５品を調理しました。
　山田組合長が「健康で幸せな毎日をおくるために
も、今回のあんしん野菜づくり体験を地域の皆さんに

広げていただきたい。」
とあいさつ。全員で試食
しながら、あんしん野菜
を使った料理や野菜の保
存法、調理加工法につい
ての説明や意見交換が行
われました。

　武蔵流グリーンツーリズムの会（清原米蔵会長）
が、２月11日㈰に「しいたけ駒打ちと座禅体験」を
開催しました。大分市や別府市から11名が参加。
　藤原寛一さん（丸小野）の農場で、しいたけがで
きるまでの説明を受けたあと、全員でしいたけの駒
打ち作業を体験。昼食後、吉広の西光寺に移動して
座禅体験をして精神統一を図りました。

「あんしん野菜」づくりで作る喜び、食の安全を実感！「あんしん野菜」づくりで作る喜び、食の安全を実感！
夢咲あんしん野菜圃場体験収穫祭

簡単に作れる「大分しいたけ」
クッキング イン 国東農工高校
簡単に作れる「大分しいたけ」
クッキング イン 国東農工高校

▲試食しながら意見交換を行いました

▲駒打ち作業をする参加者の皆さん

▼あんしん野菜を使って調理した料理

グリーンツーリズムで
しいたけ駒打ち体験
グリーンツーリズムで
しいたけ駒打ち体験

武蔵町

４月
5/1日
㈫

５月
5/31日
㈭

６月
7/2日
㈪

７月
7/31日
㈫

８月
8/31日
㈮

９月
10/1日
㈪

10月
10/31日
㈬

11月
11/30日
㈮

12月
12/25日
㈫

１月
1/31日
㈭

２月
2/29日
㈮

３月
3/31日
㈪

住民税（普通徴収）
固定資産税
軽自動車税

国民健康保険税

介護保険料（普通徴収）
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下水道使用料
市営住宅使用料等
（駐車場・浄化槽使用料）
保育料

全期
1期

（仮算定）

4月
4月

4月

4月

1期

2期
（仮算定）

5月
5月

5月

5月

1期

3期
（仮算定）
1期
6月
6月

6月

6月

4期
（仮算定）
2期
7月
7月

7月

7月

2期

5期
（本算定）
3期
8月
8月

8月

8月

2期

6期
（本算定）
4期
9月
9月

9月

9月

3期

7期
（本算定）
5期
10月
10月

10月

10月

8期
（本算定）
6期
11月
11月

11月

11月

3期

9期
（本算定）
7期
12月
12月

12月

12月

4期

10期
（本算定）
8期
1月
1月

1月

1月

4期

9期
2月
2月

2月

2月

10期
3月
3月

3月

3月

納期限

科　目
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企業懇談会
武蔵町

　企業経営者の情報交換を行い、地域の商工業の振
興を図ることを目的とした企業懇談会（武蔵町商工会
主催）が、２月14日㈬に商工会館で開催され、町内の
企業の代表や商工会員約40名が参加しました。
　ワールドカップ日韓共催大会の大分県招致や大分
トリニータのＪ１昇格の立役者である、大分フット
ボールクラブ代表取締役の溝畑宏さんが「ゼロから
夢の実現に向けて」と題し、「自分の住む地域に自信
と元気と誇りを持つことが大切。夢は必ずかなう。
逃げずに前向きにチャレンジしていくことが大切で
ある。」と講演しました。

上国崎地区・豊崎地区で文化祭
国東町

　２月11日㈰に上国崎地区・豊崎地区で文化祭が開
催されました。校区内の幼稚園・小・中学生による合
奏・合唱や劇、地区の有志による詩吟やカラオケの発
表があり、日ごろの練習の成果を披露しました。

オレンジ保育所と原老人クラブが
餅つきで交流

国東町

　２月21日㈬にオレンジ保育所の園児が、原老人ク
ラブ（見初稔会長）の皆さんと餅つきを行いました。
この餅つきは、同クラブの地域ふれあい事業の一環と
して、毎年旧正月頃に行われています。
　園児たちは、おじいちゃんおばあちゃんと一緒に、
千本杵を使って「ヨイショ！ヨイショ！」のかけ声と
太鼓にあわせて餅つきを行い、つきたてのあんこ餅や
よもぎ餅をほおばりながら、楽しいひとときを過ごし
ました。

中村老人クラブ追悼会
国東町

　２月18日㈰中村老人クラブ（岡野茂会長）主催の
物故者追悼会が中村構造改善センターで開催されま
した。同クラブでは、昭和38年４月に結成以来、毎年
２月に追悼会を開催しています。この日は、会員約
30名が出席し、昨年から一年間に亡くなられた会員
２名を合わせて83名の故人を偲びました。

第36回糸原文化祭
武蔵町

　２月11日㈰、糸原公民館で第36回糸原文化祭が開催
されました。午前中は、子ども会のコーラス、餅まき、
JAくにさき常務の林浩昭さんの「国東の山と海に出会
う」と題した講演が行われ、公民館内には、講座受講
生や老人クラブの皆さんによる花、手芸、盆栽が展示
されました。昼食には、すこやか会・婦人会・愛育班の
皆さんによる甘酒、うどん、ばら寿司のバザーに舌
鼓。午後からは、田中日舞の皆さんによる舞踊、地区
の有志によるカラオケの芸能発表があり、子どもから
お年寄りまで、楽しい一日を過ごしました。

国見町

平成18年度東国東郡・国東市卓球選手権大会
　２月18日㈰、国見Ｂ＆Ｇ海洋センターで、平成18
年度東国東郡・国東市卓球選手権大会（国東市卓球連
盟主催）が開催され、ベテランから初心者まで約200
名の選手が技を競い合いました。
　各部門の優勝者は次のとおりです。（敬称略）
▶一般男子・信原真二郎（安岐）▶一般女子・古田晴
加（国見中）▶シニアⅠ・糸永誠（武蔵）▶シニア
Ⅱ・市原和昭（安岐）▶レクリエーションＡ・藤健一
郎（国東）▶レクリエーションＢ・金澤孝道（武蔵）
▶中学２年男子・岡田高道（安岐中）▶中学２年女
子・藤垣美紀（国見中）▶中学１年男子・猪俣直希
（国見中）▶中学１年女子・国広桃菜（国見中）

国見町

国見中学校記念植樹
 ２月23日㈮千灯の六郷満山ふれあい森林公園で、こ
の春国見中学校を巣立つ３年生が、卒業の記念植樹
を行いました。国見町観光協会が自然を大切にする
愛護の心を養ってほしいと毎年行っています。この日
は、３年生33名と観光協会役員や森林組合・市職員等
12名が参加し、もみじ22本を植樹しました。
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五穀豊穣・無病息災の願いを込めて
岩戸寺で修正鬼会
五穀豊穣・無病息災の願いを込めて
岩戸寺で修正鬼会
　２月24日㈯に国東町の岩戸寺（上田大祐住職）で「修正鬼会」（国指定重要
無形民俗文化財）が行われました。
　修正鬼会は、六郷満山の開祖と伝えられる仁聞菩薩が、五穀豊穣と無病息
災の願いをかけて大法要を行ったのが始まりとされています。成仏寺（旧暦１月
５日）と岩戸寺（旧暦１月７日）で隔年交代に行われる正月はじめの一大行事は、
鬼が松明を振りかざしながら踊り舞い、その松明でたたいてもらうとご利益があ
るといわれています。鬼会の鬼は追い払われる鬼で
はなく、家 を々加持祈祷し福をもたらす招福の鬼とし
て、昔から里人の生活や心に溶け込んでいます。

　市民の皆さんに、文化を身近なもの感じてもらおうと２月24日㈯・25日㈰の２日
間、武蔵セントラルホールで「武蔵カルティバル２００７」が開催されました。24日
は玄海竜二一座の公演、25日には子ども会や公民館教室の発表会や三遊亭
夢之助さんの講演会が行われました。また、期間中は公民館教室等による書
道・花・手芸・絵画等の作品展示も行われ、多くの人でにぎわいました。

▲荒鬼（災払い鬼・鎮鬼）が登場し、松明で頭や
　肩をたたきこの１年間の五穀豊穣・無病息災・
　家内安全などを祈願しました

◀「垢離（こうり）取り」
トシノカンジョウを先頭
に、タイレシ（鬼の介添
え役）が山門下の滝
つぼにふんどし一枚で
水の中に飛び込み、
身を清めます

▲２匹の荒鬼とタイレシが２組に分かれて、地区内の家 を々訪れ祈願｡各家々
では、酒や手料理などで鬼たちをもてなします（岩戸寺・井上桂二さん宅）

▲長さ約６メートルの大松明（おおだ
い）４本に次 と々火をつけ、勇ましい
掛け声とともに参道に立てました

文化の祭典　武蔵カルティバル２００７開催文化の祭典　武蔵カルティバル２００７開催文化の祭典　武蔵カルティバル２００７開催文化の祭典　武蔵カルティバル２００７開催文化の祭典　武蔵カルティバル２００７開催

太極拳

内田太鼓保存会

ギター教室

むさし幼稚園・合奏

国東市は第63回国民体育大会
ウエイトリフティング競技会の開催地です

県民運動ポスターデザイン（国東市小中学生応募分）の
優秀作品をご紹介します。
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県民運動ポスターデザイン（国東市小中学生応募分）の
優秀作品をご紹介します。

　大分県国民体育大会・全国障害者スポーツ大会実行
委員会では、平成20年秋に開催される国民体育大会と
全国障害者スポーツ大会に全国から訪れる人々を温
かいおもてなしで迎え、大分の魅力を全国に発信する
県民総参加の大会を目指す県民運動の一環として、県
内の小中学生を対象にしたポスターデザインの募集を
行いました。
　県内の小・中学生889人から応募があり、国東市から

も61名の小・中学生の力作が寄せられ、国東市国体実
行委員会で独自の審査を行い、最優秀賞４点、優秀賞
７点を選定しました。
　今月号では、小学生の部・中学校１年生の部の最優
秀賞・優秀賞に選ばれた作品をご紹介します。（敬称略）
　なお、寄せられた作品は本年11月に開催されるリ
ハーサル大会や国民体育大会の会場に展示する予定
にしています。

●チャレンジ！ おおいた国体についての問い合わせは

チャレンジ！  おおいた国体
国東市実行委員会事務局

〒８７３－０５０３　国東市国東町鶴川136－1　
アストくにさき２F　国体推進室内
TEL ０９７８－７２－０３５４　FAX ０９７８－７２－０３５７
E-mail　kokutai-suishin@city.kunisaki.lg.jp

小学生の部小学生の部

竹田津小学校６年
菊池　　舞

国東小学校３年
松室 ひいろ

最
優
秀
賞

優　秀　賞

中学校１年生の部中学校１年生の部

富来中学校１年
井出　優希

富来中学校１年
徳丸　実花

最
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賞

竹田津小学校６年
後藤　愛

安岐中学校１年
手嶋　瑞季

優　秀　賞

しゅしゅ じょうじょう おにおに ええ
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❖クラブ名も決まり、いよいよスタート
　科学文部省の委託事業である「総合型地域スポーツクラブ育成事業」が、平成16年度から２年間の準備期
間を経ていよいよスタートします。
　「総合型地域スポーツクラブ」とは、地域において、子どもから高齢者まで様々なスポーツを愛好する
人々が参加できる、総合的なスポーツクラブのことです。
　それぞれのライフステージにおいて、それぞれの趣味や関心、適正に応じてスポーツを楽しむこと（＝生
涯スポーツ）ができる地域社会。総合型地域スポーツクラブは、そのような地域社会づくりに貢献します。

総合型地域スポーツクラブは、自主運営を基本とするクラブです。皆さん自身が健康で楽
しい生活を送れるように様々な声を聞かせてください。

クラブに入会するとイベントに安く参加できたり、特典がついたりします。
小学生・中学生・高校生　3,000円　　　一般　6,000円

万が一の事故を考え、スポーツ安全保険に加入します。
高校生以上　1,500円　　　子ども　1,050円

一部の商品を除き２割引きでスポーツ用品が購入できます。
また、今後いろいろな特典を準備、企画中です。

クラブでは次のスポーツ教室を開講します。（予定）

会員や会員の家族との交流会
パークゴルフ・トリニータ観戦ツアー・餅つき大会・ウォーキング大会・体力テスト

申込方法や詳細については、夢さきスポーツクラブ事務局（国東中央公民館内）までお問い合わせください。
申込・問い合わせ　夢さきスポーツクラブ事務局（国東中央公民館内）☎0978722121

総合型地域スポーツクラブ　夢さきスポーツクラブ総合型地域スポーツクラブ　夢さきスポーツクラブ

会 員 募 集

年　会　費

保　　　険

特　　　典

交　流　会

スポーツ教室
スポーツ教室名

テ ニ ス
卓 球
軽 ス ポ ー ツ
バドミントン・卓球
剣　道（国東）
剣　道（富来）
サ ッ カ ー
ミニバスケットボール
３ B 体 操

時　　間

10：00～12：00
20：00～22：00
10：00～12：00
９：00～12：00
17：00～19：00
18：30～20：30
16：00～18：00
10：00～12：00
10：00～12：00

場　　所

国東テニスコート
国東体育館
国東体育館
国東体育館
国東柔剣道場
富来小学校体育館
国東陸上競技場ほか
国東小学校体育館
浜陰公民館

対象者

小学３～６年生
国東市民
〃
〃

小学生・中学生
〃

小学生
〃

高齢者

開　講　日　等

毎週土曜日（月４回）
毎週木・土曜日（月８回）
毎月第４日曜日（月１回）
毎週火・金曜日（月８回）
毎週火・金曜日（月８回）
毎週月・火・木・土曜日（月16回）
毎週金曜日（月４回）
毎月第２・４土曜日（月２回）
毎月第２火曜日（月１回）
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第1回国東市少年剣道練成大会（第26回B&G杯国東市少年剣道大会）
２月４日㈰　武蔵中学校体育館

第１回市民ミニバレーボール大会
１月28日㈰　国見体育館・安岐体育館

第１回国東市駅伝競走大会

▲年齢制限の部　Ａパート優勝
　「旭日」の皆さん　②「旭日ボンビーズ」

▲年齢制限の部　Ｂパート優勝
　「飯塚ＯＢ」の皆さん　②「小原清流」

小学校低学年の部
優勝　西武蔵誠友館
２位　富来少年剣道クラブ
３位　安岐尚武館
最優秀選手賞
伊藤　弘貴（西武蔵誠友館）

小学校高学年の部
優勝　富来少年剣道クラブ
２位　武蔵少年剣道クラブ
３位　安岐尚武館
最優秀選手賞
梶原　悠佑（富来少年剣道クラブ）

中学生男子の部
優勝　武蔵中学校
２位　連合チーム
３位　国東中学校
最優秀選手賞
安部　優汰（武蔵中学校）

中学生女子の部
優勝　富来中学校
２位　安岐中学校
３位　国東中学校
最優秀選手賞
小田千妃呂（富来中学校）

▲フリーの部　Ａパート優勝
　「小原クラブ」の皆さん　②旭日

▲フリーの部　Ｂパート優勝
　「ワンピース」の皆さん　②「ソニー」

初
代
王
者
に
西
安
岐
Ａ

県内一周大分合同駅伝
国東市・東国東郡は総合11位

　合併後初の大会となる第１回国東市駅伝競走大会が
２月４日㈰、国見総合支所前スタート、安岐総合支所
ゴールのコースで開かれました。
　各小学校区内の小学生から50歳以上で編成した17
チームが出場し、沿道では多くの皆さんが声援を送る
中、15区間24.15キロで健脚を競いました。結果は次
のとおりです。

　第49回県内一周大分合同駅伝競走大会が２月19日㈪から
23日㈮までの５日間の日程で開催されました。市町村合併
の新しい枠組みでの17郡市16チームが参加し、優勝目指し
て37区間389.7キロで健脚を競いました。
　最終日となる23日に地元入りした国東市・東国東郡チー
ムは、第３区・藤本淳一選手の区間４位の走りをはじめ、
全員で懸命にたすきをつなぎ、日間６位でゴール。目標の
C部優勝は果たせませんでし
たが、努力賞13、躍進３位と
健闘し、22時間26分16秒で総
合11位・C部２位の成績で、
B部昇格を果たしました。

【総合成績】　１位　西安岐Ａ（１時間21分38秒）
２位　安岐Ａ　３位　くまげ（国見町）
４位　富来（国東町）　５位　旭日（国東町）

▲国見総合支所前のスタートのようす

▲選手宣誓する花木瑛美
　選手（武蔵東）

▲ゴールの安岐総合支所では、市婦人団体連合会
　（本多ノリ子会長）の安岐分会の皆さんによる、温
　かい豚汁が選手や関係者に振舞われました

▲優勝した「西安岐Ａ」の皆さん

▲高木和夫選手（写真手前）に
　たすきをつなぐ岩本孝信選手（安岐物流センター前中継所）

▲富来小学校前を再スタートし力走する
　胡子兼児選手

▲「がんばれ！！ くにさき」メジロンの衣装
　で応援する安岐保育所の子どもたち

【区間賞】
 １区（1.42キロ）  太田　喜樹（安 岐 Ａ）  ４分23秒
 ２区（2.78キロ）  小崎　光舟（富　　来）  ８分39秒
 ３区（1.64キロ）  南　　和佳（南安岐Ａ）  ５分３秒
 ４区（1.87キロ）  斎藤　史浩（安 岐 Ａ）  ５分53秒
 ５区（1.00キロ）  疋田　裕子（安 岐 Ａ）  ３分13秒
 ６区（1.41キロ）  元浦　啓司（く ま げ）  ４分42秒
 ７区（2.39キロ）  松本　一祥（安 岐 Ａ）  ７分42秒
 ８区（1.17キロ）  浅井　健太（西安岐Ｂ）  ３分45秒
 ９区（1.65キロ）  鹿島　智浩（小　　原）  ５分７秒
 10区（1.40キロ）  山本　彩加（く ま げ）  ５分２秒
 11区（1.30キロ）  渡辺　昌教（西安岐Ａ）  ４分16秒
 12区（2.50キロ）  吉崎　正行（国　　東）  ７分44秒
 13区（1.61キロ）  藤井　　正（城　　崎）  ４分57秒
 14区（1.03キロ）  橘　　恵三（国　　東）  ３分22秒
 15区（0.98キロ）  渡辺　麻衣（西安岐Ａ）  ３分37秒



❖クラブ名も決まり、いよいよスタート
　科学文部省の委託事業である「総合型地域スポーツクラブ育成事業」が、平成16年度から２年間の準備期
間を経ていよいよスタートします。
　「総合型地域スポーツクラブ」とは、地域において、子どもから高齢者まで様々なスポーツを愛好する
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しい生活を送れるように様々な声を聞かせてください。

クラブに入会するとイベントに安く参加できたり、特典がついたりします。
小学生・中学生・高校生　3,000円　　　一般　6,000円

万が一の事故を考え、スポーツ安全保険に加入します。
高校生以上　1,500円　　　子ども　1,050円

一部の商品を除き２割引きでスポーツ用品が購入できます。
また、今後いろいろな特典を準備、企画中です。

クラブでは次のスポーツ教室を開講します。（予定）

会員や会員の家族との交流会
パークゴルフ・トリニータ観戦ツアー・餅つき大会・ウォーキング大会・体力テスト

申込方法や詳細については、夢さきスポーツクラブ事務局（国東中央公民館内）までお問い合わせください。
申込・問い合わせ　夢さきスポーツクラブ事務局（国東中央公民館内）☎0978722121

総合型地域スポーツクラブ　夢さきスポーツクラブ総合型地域スポーツクラブ　夢さきスポーツクラブ
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保　　　険
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交　流　会

スポーツ教室
スポーツ教室名

テ ニ ス
卓 球
軽 ス ポ ー ツ
バドミントン・卓球
剣　道（国東）
剣　道（富来）
サ ッ カ ー
ミニバスケットボール
３ B 体 操
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高齢者
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中、15区間24.15キロで健脚を競いました。結果は次
のとおりです。
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差
別
の
勉
強
を
し
て 「

子
育
て
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育
て
」
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町
人
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教
育
学
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会

国
見
中
学
校
３
年

岐
　

部
　

和
歌
子

企
画
課

男
女
共
同
参
画
係
で
す

企
画
課

男
女
共
同
参
画
係
で
す

こ
ん
に
ち
は
！

　

市
と
な
っ
て
、
も
う
す
ぐ
１
年
に
な
り
ま
す
が
、

時
の
経
つ
の
は
本
当
に
早
い
も
の
で
す
ね
。

　

今
月
は
、
男
女
共
同
参
画
計
画
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
を
少
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
東
市
男
女
共
同
参
画
計
画
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
会
議
で
計
画
の
素
案
づ
く
り
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
に
は
市
民

の
方
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
12

回
の
会
議
を
行
い
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
現
在
、
こ
の
素
案
を
策
定
委
員
会
（
市
の
管
理

職
員
で
構
成
す
る
、
素
案
を
協
議
す
る
委
員
会
で

す
。
）
で
協
議
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
で
協
議
決
定

後
、
素
案
の
完
成
と
な
り
、
国
東
市
条
例
で
定
め
ら

れ
た
国
東
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
（
委
員
の
方
は

全
員
市
民
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
）
で
、
素
案
が
審
議
さ

れ
ま
す
。
審
議
さ
れ
て
の
ち
、
計
画
の
策
定
と
い
う

こ
と
で
、「
国
東
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
誕
生
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
後
は
皆
様
に
市
報
等
で
お
知
ら
せ
を

す
る
予
定
で
す
の
で
、
気
に
と
め
て
、
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
計
画
の
中
に
具
体
的
な
施
策

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
施
策
を
推
進

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
月
24
日
㈯
午
前
10
時

か
ら
、
武
蔵
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
約
１
０
０
名
が

参
加
し
て
人
権
教
育
学
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
団
体
ご
と
に

人
権
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、

大
分
県
社
会
教
育
委
員
の
三
重
野
待
子
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
各
種
団
体
・
企
業
・
事
業
所
や
市
民
の
皆

さ
ん
が
一
堂
に
会
し
て
の
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
野
さ
ん

は
「
子
育
て
に

忘
れ
ら
れ
て
い

る
心
育
て
」
と

題
し
て
講
演

し
、「
愛
情
を

お
金
に
代
え
て

い
ま
せ
ん
か
」

「
し
つ
け
と

は
、
心
を
育
て

る
こ
と
」
な

ど
、
自
身
の
体

験
を
も
と
に
参

加
者
へ
語
り
か

け
て
く
れ
ま
し

た
。

ち
ょ
っ
と
人
権
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

第
５
回
高
校
生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

　

２
月
14
日
㈬
、
ア
ス
ト

く
に
さ
き
で
第
５
回
高
校

生
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
（
国

東
市
教
育
委
員
会
主
催
）

が
、
国
東
市
内
３
高
校
（
双
国
、
国
東
、
国
東
農

工
）
の
生
徒
ほ
か
関
係
者
な
ど
、
お
よ
そ
６
５
０
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

「
人
・
い
の
ち
・
花
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
校
生
か
ら

は
、「
い
じ
め
ら
れ
た
人
の
気
持
ち
」
に
つ
い
て
光
安

聖
さ
ん
（
国
東
農
工
高
校
）
の
意
見
発
表
を
は
じ

め
、
国
東
高
校
の
バ
ン
ド
演
奏
や
双
国
高
校
の
合
唱

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
公
演
で
は
、
飯
開
輝
久
雄
さ
ん
（
熊
本
県
）

に
よ
る
弾
き
語
り
が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
ち
ょ
っ
と

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
日
と
な
り
ま
し
た
。

講演する三重野待子さん

▲講演会のようす

▲双国・国東・国東農工高校による合唱
　「世界に一つだけの花」

▲飯開さんによる
　弾き語り

 

「
部
落
差
別
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
知
っ
た

の
は
、
小
学
校
五
年
生
く
ら
い
の
こ
ろ
で
し

た
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
、
話
が
む
ず
か
し
く

て
、
だ
い
た
い
の
こ
と
し
か
理
解
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

中
学
生
に
な
り
、
道
徳
の
時
間
に
先
生
が
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
な
ん
の
根
拠
も
な
い

「
部
落
差
別
」
の
せ
い
で
、
命
を
お
と
し
た

人
。
今
も
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
い
る

こ
と
を
、
知
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
北
代
い
ろ
さ
ん
と
い
う
お
ば
あ

さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
い
ろ
さ
ん
は
、
小

さ
い
頃
か
ら
差
別
に
あ
い
、
学
校
に
も
い
け

ず
、
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
学

校
に
行
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
勉

強
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
や
り
た
く
て
も
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
お
ば
あ
さ
ん
に

な
っ
て
、
字
を
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
覚
え
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
今
、
学
校
に
行

き
、
勉
強
を
し
た
り
、
友
達
と
話
し
た
り
、
毎

日
を
楽
し
く
す
ご
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
い
ろ

さ
ん
は
や
り
た
い
こ
と
を
自
由
に
で
き
な
い
、

そ
ん
な
環
境
で
生
活
し
て
い
た
の
で
す
。
い
ろ

さ
ん
の
ほ
か
に
も
、
そ
ん
な
思
い
を
し
た
人

が
、
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
「
部
落
の

人
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
結
婚
を
断
っ
た

り
、
会
社
に
入
れ
な
か
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の

例
を
聞
き
ま
し
た
。
私
は
（
ど
う
し
て
差
別
は

今
も
つ
づ
い
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。）
と
、
思
い
ま

し
た
。
も
と
も
と
「
部
落
差
別
」
は
、
江
戸
時

代
に
、
幕
府
が
身
分
を
わ
け
、
一
番
下
の
位
を

つ
く
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
始
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。

　

な
ぜ
、
今
も
そ
の
差
別
が
つ
づ
い
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

一
つ
は
、「
部
落
差
別
」
を
知
ら
な
い
人
が
い

る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
差

別
を
さ
れ
て
い
る
人
が
い
て
も
、
ま
ち
が
っ
た

意
見
を
持
っ
て
、
助
け
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、「
部
落
差
別
」
を
知
り
な
が
ら
、

（
自
分
に
は
関
係
な
い
。）
と
、
知
ら
な
い
ふ
り

を
す
る
人
が
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
も
し
、

自
分
が
口
を
出
せ
ば
、
今
度
は
自
分
も
同
じ
目

に
合
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
、
思
っ
て
知
ら

な
い
ふ
り
を
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
部
落
差
別
」
が
正
し
い
と
思
っ

て
い
る
人
が
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は

絶
対
に
、
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も

し
、
自
分
が
、
差
別
に
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
思

い
を
す
る
の
か
、
自
分
の
立
ち
場
に
か
え
て
、

も
っ
と
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、「
部
落
差
別
」
に
あ
っ
て
い
る
人
と
、
ま

だ
出
会
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
出
会
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
「
部
落
差
別
」
に
あ
っ
て
い
る
人
と
出

会
っ
た
ら
、
「
部
落
差
別
は
ま
ち
が
っ
て
い
る

と
知
り
な
が
ら
、
周
り
で
見
て
い
る
人
」
で
は

な
く
、「
部
落
差
別
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
い
え

る
人
」
に
、
な
れ
る
と
い
い
で
す
。

 

「
部
落
差
別
」
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
は
「
人

種
差
別
」
や
「
男
女
差
別
」
な
ど
、
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
の
差
別
が
あ
り
ま
す
。
差
別
は
さ
れ

る
人
が
な
く
し
て
い
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
周
り
の
人
が
（
自
分
に
は
関
係
な
い
。
）

（
自
分
は
差
別
さ
れ
な
い
か
ら
大
丈
夫
。）
な
ど

思
わ
ず
、（
自
分
が
も
し
同
じ
め
に
あ
っ
た
ら
、

周
り
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
か
。）
を
考

え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

 

「
差
別
」
と
い
う
言
葉
を
な
く
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

国
東
市
人
権
・
同
和
教
育
啓
発
推
進
協
議
会
武
蔵
支
部
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差
別
の
勉
強
を
し
て 「

子
育
て
は
心
育
て
」

武
蔵
町
人
権
教
育
学
習
会

国
見
中
学
校
３
年

岐
　

部
　

和
歌
子

企
画
課

男
女
共
同
参
画
係
で
す

企
画
課

男
女
共
同
参
画
係
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
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て
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も
う
す
ぐ
１
年
に
な
り
ま
す
が
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時
の
経
つ
の
は
本
当
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も
の
で
す
ね
。

　

今
月
は
、
男
女
共
同
参
画
計
画
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
を
少
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
東
市
男
女
共
同
参
画
計
画
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
会
議
で
計
画
の
素
案
づ
く
り
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
に
は
市
民

の
方
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
12

回
の
会
議
を
行
い
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
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て
現
在
、
こ
の
素
案
を
策
定
委
員
会
（
市
の
管
理
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で
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る
、
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案
を
協
議
す
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委
員
会
で

す
。
）
で
協
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し
て
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会
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議
決
定

後
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案
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ら
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。
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。
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約
１
０
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が

参
加
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て
人
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教
育
学
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が
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た
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で
す
。
も
し
、

自
分
が
口
を
出
せ
ば
、
今
度
は
自
分
も
同
じ
目

に
合
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
、
思
っ
て
知
ら

な
い
ふ
り
を
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
部
落
差
別
」
が
正
し
い
と
思
っ

て
い
る
人
が
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は

絶
対
に
、
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も

し
、
自
分
が
、
差
別
に
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
思

い
を
す
る
の
か
、
自
分
の
立
ち
場
に
か
え
て
、

も
っ
と
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、「
部
落
差
別
」
に
あ
っ
て
い
る
人
と
、
ま

だ
出
会
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
出
会
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
「
部
落
差
別
」
に
あ
っ
て
い
る
人
と
出

会
っ
た
ら
、
「
部
落
差
別
は
ま
ち
が
っ
て
い
る

と
知
り
な
が
ら
、
周
り
で
見
て
い
る
人
」
で
は

な
く
、「
部
落
差
別
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
い
え

る
人
」
に
、
な
れ
る
と
い
い
で
す
。

 

「
部
落
差
別
」
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
は
「
人

種
差
別
」
や
「
男
女
差
別
」
な
ど
、
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
の
差
別
が
あ
り
ま
す
。
差
別
は
さ
れ

る
人
が
な
く
し
て
い
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
周
り
の
人
が
（
自
分
に
は
関
係
な
い
。
）

（
自
分
は
差
別
さ
れ
な
い
か
ら
大
丈
夫
。）
な
ど

思
わ
ず
、（
自
分
が
も
し
同
じ
め
に
あ
っ
た
ら
、

周
り
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
か
。）
を
考

え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

 

「
差
別
」
と
い
う
言
葉
を
な
く
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

国
東
市
人
権
・
同
和
教
育
啓
発
推
進
協
議
会
武
蔵
支
部
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「
小
さ
な
親
切
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
を
紹
介

　

私
の
住
ん
で
い
る
地

区
に
は
、
老
人
の
人
ば

か
り
で
子
ど
も
が
い
る

家
庭
は
三
軒
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

だ
い
た
い
が
、
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
二
人
ぐ
ら
し
が
多
い
け
ど
、
二
軒

だ
け
一
人
ぐ
ら
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
の
家
の
す

ぐ
と
な
り
に
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

よ
く
私
を
見
か
け
る
と
、「
何
し
よ
ん
の
か
え
？
」
な
ど
「
い

い
天
気
や
な
あ
」
な
ど
、
学
校
や
友
達
の
所
に
遊
び
に
行

く
時
は
、「
ど
こ
行
く
ん
か
え
？
」「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

が
ん
ば
り
ヨ
」
な
ど
と
、
色
々
な
こ
と
を
、
話
し
か
け
て

く
れ
ま
す
。
う
れ
し
い
し
、「
が
ん
ば
り
ヨ
」
な
ど
の
よ
う

な
言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
と
、
と
っ
て
も
元
気
に
な
れ
る

し
、「
よ
し
っ
、
が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
わ
い
て

き
ま
す
。

　

私
の
家
は
漁
師
な
の
で
、
時
々
だ
け
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
魚
を
あ
げ
る
と
、
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
あ
げ
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、「
い
つ
も
、
い
ろ
い
ろ
す
ま
ん
な
ぁ
」

な
ど
と
言
っ
て
く
れ
て
、
お
礼
に
お
か
し
を
く
れ
た
り
し
て

く
れ
ま
す
。
私
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
笑
顔
で
お
か

し
を
受
け
取
り
ま
す
。

　

私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
の

で
、
私
も
い
ろ
い
ろ
な
物
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
け
ど
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
の
方
が
と
っ
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

　

も
う
一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
、
私
が
学
校
へ
行
く

と
ち
ゅ
う
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
行
く
時
は
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」
帰
っ
て
い
る
時
は
「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て
く
れ

る
の
で
、
私
は
お
礼
を
し
た
り
「
た
だ
い
ま
」
と
返
事
を
し

た
り
し
ま
す
。

　

も
う
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
九
十
三
才
で
す
。
私
は
す

ご
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
九
十
三
才
に
な
っ
て
も

畑
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
達
は
、「
暑
い
」

「
だ
る
い
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る
の
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

暑
さ
に
も
か
ま
わ
ず
、
休
け
い
も
と
ら
ず
に
、
一
〜
二
時
間

も
作
業
し
ま
す
。

　

魚
の
お
礼
に
、
自
分
の
作
っ
た
野
菜
な
ど
を
く
れ
ま
す
。

う
れ
し
い
し
お
い
し
い
で
す
。

　

私
は
思
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
色
々
な
人
と
話
し
た
り
、

何
か
を
し
て
あ
げ
た
り
、
し
て
も
ら
う
と
、
と
て
も
う
れ

し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
と
て
も
、
仲
よ
く
な
れ
る
と
い
う

こ
と
。

　

私
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
体
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
大
分
県
「
小
さ
な
親
切
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
、
県
内
の
小
さ
な
親

切
運
動
各
支
部
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
市
内
か
ら
、
つ
ぎ

の
３
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。
入
賞
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
原
文
の
ま
ま
）

大
分
県
議
会
議
長
賞

大
分
県
教
育
委
員
長
賞

武
蔵
小
学
校
５
年
　

末
次
玲
佳

「
仲
よ
く
な
れ
る
、
小
さ
な
親
切
」

　

私
は
、
最
近
初
め
て

知
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
親
切
さ
れ

る
方
の
気
持
ち
で
す
。

今
ま
で
は
親
切
を
さ
れ

て
嫌
な
気
持
ち
に
な
る

人
は
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ

で
受
け
取
り
方
が
違
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
梅
雨
の
季
節
に
私
は
、
私
の
家
の
近
く
の
坂
を

下
り
て
い
た
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
「
一
緒
に
下
り
ま

し
ょ
う
か
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
い

や
。
大
丈
夫
や
け
ん
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
少
し
怒
っ
た
よ
う
に
私
に
は
見
え
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
私
は
「
こ
け
て
ケ
ガ
を
し
た
ら
大
変
な
の

で
」
と
言
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
「
そ
う
か
い
、あ
り
が
と
う
」

を
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
で
も
こ
ん
な
に
勇
気
が

あ
っ
た
ん
だ
、
と
思
う
ほ
ど
こ
の
時
の
私
は
な
ぜ
か
と
て

も
夢
中
で
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
支
え
な
が
ら
下
り
た

坂
道
は
と
て
も
短
か
っ
た
で
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
距
離

だ
っ
た
の
で
私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
会
話
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
全
部
下
り
て
し
ま
っ
て
か
ら
私
は
ど
う
話
し
か

け
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
と
迷
っ
て
い
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
方
か
ら「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ね
」と
言
わ
れ
、私
は「
は

い
」
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
か
ら
私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
な
ぜ
、
最
初

に
こ
と
わ
っ
た
の
か
、
少
し
怒
っ
て
い
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
に

迷
惑
が
か
か
る
か
ら
最
初
に
こ
と
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
怒
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
理
由
が
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
話
を
お
母
さ
ん
に
し
て
み
る
と
、

「
そ
れ
は
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
一
人
で
や
り
た

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

は
お
年
寄
り
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
年
を
と
っ

た
ら
で
き
な
く
な
る
事
が
多
く
な
る
か
ら
、
今
で
き
る
こ

と
は
自
分
で
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
お
年
寄
り
が
多
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
き
、
や
っ
と
答
え
が
わ
か

り
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
助
け
た
つ
も
り
だ
っ
た
け

ど
、
お
ば
ち
ゃ
ん
の
仕
事
を
奪
っ
た
の
だ
と
思
い
少
し
落

ち
込
み
ま
し
た
。

　

次
の
日
の
学
校
の
帰
り
道
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
畑

で
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
言
う
と
「
お
帰
り
、
き
の
う
は
助
か
っ
た
で
。
あ
り
が

と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
今
ま
で
あ
っ

た
私
の
心
の
中
の
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
が
飛
ん
で
い
き

ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
、
こ
と

わ
ら
れ
た
け
ど
や
め
な
く
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
な
、

と
い
う
気
持
ち
と
私
が
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
気
持
ち

を
、
こ
の
親
切
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら

の
私
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

勇
気
を
出
し
て
行
動
も
、
色
々
な
こ
と
を
知
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　

親
切
は
相
手
を
助
け
、
自
分

を
み
が
い
て
行
く
こ
と
に
つ
な

が
る
す
ば
ら
し
い
と
り
く
み
だ

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
こ
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
出
会
っ
て
、

本
当
の
親
切
が
わ
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

武
蔵
中
学
校
二
年
　

森
　
　

彩
菜

「
小
さ
な
親
切
」

　

私
は
、
一
学
期
に
あ

い
さ
つ
運
動
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
時
、
正
直
、

最
初
は
「
め
ん
ど
く
さ

い
な
あ
」
と
か
「
な
ん

で
朝
早
く
起
き
て
ま

で
、
あ
い
さ
つ
し
な
い
と
い
け
な
い
の
」
と
か
「
あ
い
さ

つ
運
動
と
か
意
味
な
い
じ
ゃ
ん
」
と
か
思
っ
て
、
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
っ
ち
が
あ
い
さ
つ
し

て
も
、
に
げ
た
り
「
う
る
さ
い
な
あ
」
と
か
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
ほ
ん
と
に
あ
い
さ
つ
運
動

し
て
も
本
当
に
意
味
あ
る
か
な
あ
、
と
思
っ
て
ま
し
た
。

　

だ
け
ど
、
よ
く
考
え
て
み
た
ら
、
こ
っ
ち
の
あ
い
さ
つ

の
し
か
た
が
い
け
な
か
っ
た
の
か
な
あ
、
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
っ
ち
か
ら
、
今
ま
で
み
た
い

な
あ
い
さ
つ
じ
ゃ
な
く
て
、
も
っ
と
気
持
ち
の
い
い
あ
い

さ
つ
を
心
が
け
て
、
あ
い
さ
つ
し
て
み
る
と
、
あ
い
さ
つ

を
か
え
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
ご
く
、
い

い
き
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
一
学
期
に
あ
い
さ
つ
運
動
を
通
し
て
、
あ
い
さ

つ
を
少
し
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
を

し
て
も
、
か
え
し
て
く
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
や
っ
ぱ
り

い
い
気
持
ち
で
は
な
い
し
、
だ
け
ど
あ
い
さ
つ
を
か
え
し

て
く
れ
た
ら
、
自
然
に
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
私
は
あ
い
さ

つ
運
動
を
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
き
は
、
人
の
目
を
見
て
言
う
こ

と
と
か
、
き
も
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
の
し
か
た
と
か
、
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
き
の
姿
勢
と
か
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
運
動
が
終
わ
っ
て
も
、
登
校
中
や
下
校
中
に
、

人
に
会
っ
た
ら
自
然
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
し
、
今
は
、

私
達
の
登
校
中
、
下
校
中
の
様
子
を
み
て
い
て
く
れ
て
る

人
も
い
ま
す
。
そ
の
人
達
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
あ
い

さ
つ
以
外
に
「
い
っ
て
き
ま
す
」
と
か
「
た
だ
い
ま
」
と

か
も
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、「
あ
い
さ
つ
」

は
人
と
人
が
ふ
れ
あ
え
る
た
め
の
言
葉
な
の
か
な
あ
、
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
あ
い
さ
つ
を
し
て

い
き
ま
す
。

大
分
県
本
部
長
賞

国
東
小
学
校
６
年
　

堤
　

み
ど
り

「
あ
い
さ
つ
を
と
お
し
て
」

平成
18年度
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「
小
さ
な
親
切
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
を
紹
介

　

私
の
住
ん
で
い
る
地

区
に
は
、
老
人
の
人
ば

か
り
で
子
ど
も
が
い
る

家
庭
は
三
軒
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

だ
い
た
い
が
、
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
二
人
ぐ
ら
し
が
多
い
け
ど
、
二
軒

だ
け
一
人
ぐ
ら
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
の
家
の
す

ぐ
と
な
り
に
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

よ
く
私
を
見
か
け
る
と
、「
何
し
よ
ん
の
か
え
？
」
な
ど
「
い

い
天
気
や
な
あ
」
な
ど
、
学
校
や
友
達
の
所
に
遊
び
に
行

く
時
は
、「
ど
こ
行
く
ん
か
え
？
」「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

が
ん
ば
り
ヨ
」
な
ど
と
、
色
々
な
こ
と
を
、
話
し
か
け
て

く
れ
ま
す
。
う
れ
し
い
し
、「
が
ん
ば
り
ヨ
」
な
ど
の
よ
う

な
言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
と
、
と
っ
て
も
元
気
に
な
れ
る

し
、「
よ
し
っ
、
が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
わ
い
て

き
ま
す
。

　

私
の
家
は
漁
師
な
の
で
、
時
々
だ
け
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
魚
を
あ
げ
る
と
、
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
あ
げ
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、「
い
つ
も
、
い
ろ
い
ろ
す
ま
ん
な
ぁ
」

な
ど
と
言
っ
て
く
れ
て
、
お
礼
に
お
か
し
を
く
れ
た
り
し
て

く
れ
ま
す
。
私
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
笑
顔
で
お
か

し
を
受
け
取
り
ま
す
。

　

私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
の

で
、
私
も
い
ろ
い
ろ
な
物
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
け
ど
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
の
方
が
と
っ
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

　

も
う
一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
、
私
が
学
校
へ
行
く

と
ち
ゅ
う
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
行
く
時
は
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」
帰
っ
て
い
る
時
は
「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て
く
れ

る
の
で
、
私
は
お
礼
を
し
た
り
「
た
だ
い
ま
」
と
返
事
を
し

た
り
し
ま
す
。

　

も
う
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
九
十
三
才
で
す
。
私
は
す

ご
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
九
十
三
才
に
な
っ
て
も

畑
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
達
は
、「
暑
い
」

「
だ
る
い
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る
の
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

暑
さ
に
も
か
ま
わ
ず
、
休
け
い
も
と
ら
ず
に
、
一
〜
二
時
間

も
作
業
し
ま
す
。

　

魚
の
お
礼
に
、
自
分
の
作
っ
た
野
菜
な
ど
を
く
れ
ま
す
。

う
れ
し
い
し
お
い
し
い
で
す
。

　

私
は
思
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
色
々
な
人
と
話
し
た
り
、

何
か
を
し
て
あ
げ
た
り
、
し
て
も
ら
う
と
、
と
て
も
う
れ

し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
と
て
も
、
仲
よ
く
な
れ
る
と
い
う

こ
と
。

　

私
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
体
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
大
分
県
「
小
さ
な
親
切
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
、
県
内
の
小
さ
な
親

切
運
動
各
支
部
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
市
内
か
ら
、
つ
ぎ

の
３
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。
入
賞
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
原
文
の
ま
ま
）

大
分
県
議
会
議
長
賞

大
分
県
教
育
委
員
長
賞

武
蔵
小
学
校
５
年
　

末
次
玲
佳

「
仲
よ
く
な
れ
る
、
小
さ
な
親
切
」

　

私
は
、
最
近
初
め
て

知
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
親
切
さ
れ

る
方
の
気
持
ち
で
す
。

今
ま
で
は
親
切
を
さ
れ

て
嫌
な
気
持
ち
に
な
る

人
は
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ

で
受
け
取
り
方
が
違
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
梅
雨
の
季
節
に
私
は
、
私
の
家
の
近
く
の
坂
を

下
り
て
い
た
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
「
一
緒
に
下
り
ま

し
ょ
う
か
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
い

や
。
大
丈
夫
や
け
ん
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
少
し
怒
っ
た
よ
う
に
私
に
は
見
え
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
私
は
「
こ
け
て
ケ
ガ
を
し
た
ら
大
変
な
の

で
」
と
言
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
「
そ
う
か
い
、あ
り
が
と
う
」

を
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
で
も
こ
ん
な
に
勇
気
が

あ
っ
た
ん
だ
、
と
思
う
ほ
ど
こ
の
時
の
私
は
な
ぜ
か
と
て

も
夢
中
で
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
支
え
な
が
ら
下
り
た

坂
道
は
と
て
も
短
か
っ
た
で
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
距
離

だ
っ
た
の
で
私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
会
話
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
全
部
下
り
て
し
ま
っ
て
か
ら
私
は
ど
う
話
し
か

け
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
と
迷
っ
て
い
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
方
か
ら「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ね
」と
言
わ
れ
、私
は「
は

い
」
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
か
ら
私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
な
ぜ
、
最
初

に
こ
と
わ
っ
た
の
か
、
少
し
怒
っ
て
い
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
に

迷
惑
が
か
か
る
か
ら
最
初
に
こ
と
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
怒
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
理
由
が
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
話
を
お
母
さ
ん
に
し
て
み
る
と
、

「
そ
れ
は
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
一
人
で
や
り
た

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

は
お
年
寄
り
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
年
を
と
っ

た
ら
で
き
な
く
な
る
事
が
多
く
な
る
か
ら
、
今
で
き
る
こ

と
は
自
分
で
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
お
年
寄
り
が
多
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
き
、
や
っ
と
答
え
が
わ
か

り
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
助
け
た
つ
も
り
だ
っ
た
け

ど
、
お
ば
ち
ゃ
ん
の
仕
事
を
奪
っ
た
の
だ
と
思
い
少
し
落

ち
込
み
ま
し
た
。

　

次
の
日
の
学
校
の
帰
り
道
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
畑

で
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
言
う
と
「
お
帰
り
、
き
の
う
は
助
か
っ
た
で
。
あ
り
が

と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
今
ま
で
あ
っ

た
私
の
心
の
中
の
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
が
飛
ん
で
い
き

ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
、
こ
と

わ
ら
れ
た
け
ど
や
め
な
く
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
な
、

と
い
う
気
持
ち
と
私
が
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
気
持
ち

を
、
こ
の
親
切
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら

の
私
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

勇
気
を
出
し
て
行
動
も
、
色
々
な
こ
と
を
知
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　

親
切
は
相
手
を
助
け
、
自
分

を
み
が
い
て
行
く
こ
と
に
つ
な

が
る
す
ば
ら
し
い
と
り
く
み
だ

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
こ
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
出
会
っ
て
、

本
当
の
親
切
が
わ
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

武
蔵
中
学
校
二
年
　

森
　
　

彩
菜

「
小
さ
な
親
切
」

　

私
は
、
一
学
期
に
あ

い
さ
つ
運
動
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
時
、
正
直
、

最
初
は
「
め
ん
ど
く
さ

い
な
あ
」
と
か
「
な
ん

で
朝
早
く
起
き
て
ま

で
、
あ
い
さ
つ
し
な
い
と
い
け
な
い
の
」
と
か
「
あ
い
さ

つ
運
動
と
か
意
味
な
い
じ
ゃ
ん
」
と
か
思
っ
て
、
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
っ
ち
が
あ
い
さ
つ
し

て
も
、
に
げ
た
り
「
う
る
さ
い
な
あ
」
と
か
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
ほ
ん
と
に
あ
い
さ
つ
運
動

し
て
も
本
当
に
意
味
あ
る
か
な
あ
、
と
思
っ
て
ま
し
た
。

　

だ
け
ど
、
よ
く
考
え
て
み
た
ら
、
こ
っ
ち
の
あ
い
さ
つ

の
し
か
た
が
い
け
な
か
っ
た
の
か
な
あ
、
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
っ
ち
か
ら
、
今
ま
で
み
た
い

な
あ
い
さ
つ
じ
ゃ
な
く
て
、
も
っ
と
気
持
ち
の
い
い
あ
い

さ
つ
を
心
が
け
て
、
あ
い
さ
つ
し
て
み
る
と
、
あ
い
さ
つ

を
か
え
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
ご
く
、
い

い
き
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
一
学
期
に
あ
い
さ
つ
運
動
を
通
し
て
、
あ
い
さ

つ
を
少
し
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
を

し
て
も
、
か
え
し
て
く
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
や
っ
ぱ
り

い
い
気
持
ち
で
は
な
い
し
、
だ
け
ど
あ
い
さ
つ
を
か
え
し

て
く
れ
た
ら
、
自
然
に
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
私
は
あ
い
さ

つ
運
動
を
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
き
は
、
人
の
目
を
見
て
言
う
こ

と
と
か
、
き
も
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
の
し
か
た
と
か
、
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
き
の
姿
勢
と
か
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
運
動
が
終
わ
っ
て
も
、
登
校
中
や
下
校
中
に
、

人
に
会
っ
た
ら
自
然
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
し
、
今
は
、

私
達
の
登
校
中
、
下
校
中
の
様
子
を
み
て
い
て
く
れ
て
る

人
も
い
ま
す
。
そ
の
人
達
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
あ
い

さ
つ
以
外
に
「
い
っ
て
き
ま
す
」
と
か
「
た
だ
い
ま
」
と

か
も
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、「
あ
い
さ
つ
」

は
人
と
人
が
ふ
れ
あ
え
る
た
め
の
言
葉
な
の
か
な
あ
、
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
あ
い
さ
つ
を
し
て

い
き
ま
す
。

大
分
県
本
部
長
賞

国
東
小
学
校
６
年
　

堤
　

み
ど
り

「
あ
い
さ
つ
を
と
お
し
て
」

平成
18年度
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国見図書館　おはなしひろば
　　３日㈯　午前９時30分～
　　17日㈯　午前９時30分～　竹田津改善センター
くにさき図書館　おはなし会
　　11日㈰　午前10時30分～
　　24日㈯　午後２時～
武蔵図書館　おはなしのへや
　　７日㈬　午後３時30分～
　　14日㈬　午後３時30分～
　　移動図書館
　　８日㈭　午後１時～１時30分　武蔵西小学校
　　15日㈭　午後１時30分～２時　吉広地区
安岐図書館　ひまわりの部屋
　　10日㈯　午前10時30分～

国見図書館　　☎0978-82-1585　　　　くにさき図書館　　☎0978-72-3500
武蔵図書館　　☎0978-69-0946　　　　安岐図書館　　　　☎0978-67-3551問い合わせ

新着図書のご案内

武蔵図書館
きみのからだのきたないもの学
となりのオジー
ごろんごろん
おまけのじかん
ソルビム－お正月の晴れ着－
大人にもできる脳細胞の増やし方
ベルサイユのばら全２巻
100万分の１の恋人
貧困の光景
八十八歳と八十五歳。

ジャック・キーリー
藤本ともひこ

まつおかたつひで
あまんきみこ
ペ　ヒョンジュ

久恒　辰博
池田理代子
榊　　邦彦
曽野　綾子
吉沢　久子

井上　順孝
小泉　武夫

きむらゆういち
戸川　幸夫
百瀬　郷志
船尾　　修
中山　健児
高木　彬光
藤沢　周平

山田正紀・恩田陸・笠井潔・萩尾望都

安岐図書館
お姫さまのアリの巣たんけん
黄金に輝く月（妖界ナビ・ルナ10）
おかあさん、げんきですか。
でっかいあかいバスがきた
ホームランを打ったことのない君に
パソコンで作る自分史
スクールカウンセリングモデル100例
自分でできるツボ刺激と家庭療法
白川静さんに学ぶ漢字は楽しい
最愛

秋山亜由子
池田美代子
後藤竜二作

ジュディ・ハインドリー
長谷川集平
自分史研究会
かしまえりこ
竹之内　三志
白川　静監修
真保　裕一

児 
童 
書

一 

般 

書

児 

童 

書

一 

般 

書

児 

童 

書

一 

般 

書

児 

童 

書

一 

般 

書

国見図書館
世界の宗教がわかる絵事典
日本の伝統食を科学する
へんしんぶうたん！ぶたにへんしん！
のら犬物語
諏訪姫
循環と共存の森から
腰痛はこうすれば治る
邪馬台国の秘密
海坂藩大全
読書会

くにさき図書館
どっちがどっち!?
チョコレートの大研究
シノダ！鏡の中の秘密の池
ひつじぱん
ぼくはビースト
家縁－大阪おんな三代－
柳川昌子の押し花のコラージュ
犯人に願いを
今すぐ使えるGoogleサービス完全活用
数学的にありえない　上・下

高岡　昌江
ＰＨＰ研究所

富安　陽子
あきやまただし

Ｐ・ライリー・ギフ
今井美沙子
柳川　昌子
森巣　　博

清水隆夫（他）
アダム・ファウアー

は
休館日3図書館カレンダー 月

図書館行事

　日ごろ武蔵図書館を利用しにくい武蔵西小学校区
の子どもたちに、移動図書館以外にも図書館を身近
に感じてもらえる場を提供しようと開催。ぶけい児
童クラブの皆さんが参加して、紙芝居や絵本の読み
聞かせ、カルタを使ったゲームなどを楽しみました。

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

開
館
時
間

30日㈮は、資料整理のため休館です。

3
10
17
24
31

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

6
13
20
27

4
11
18
25

5
12
19
26

日 月 火 水 木 金 土

武蔵図書館 出前おはなし会inすこやか館
２月８日㈭

　中学生と小学生の代表が、企画から募集方法
まで合宿をして話し合い、10月に「くにみ人
生ゲーム」を実施することになりました。チラ
シも子どもたちが作りました。

　あいにくの雨でしたが、うみたまご職
員と磯に出かけて、生物観察を実施、「に
な拾い」をしていた保護者もいました。

　文化財調査員さんと一緒に登り口の木
を掻き分けながら進む子どもたち。「こん
な道初めて!」と最後は保護者が弱音を吐
いている場面もありました。近くにある
馬頭観音や赤水観音にも参拝しました。

　子どもたちの募集とあって20チーム
（約180人）参加がありました。体
力・知力・「こべ」を使い皆で人生の
様々なハードルを越えていきました。

　「リース作り」「木工教室」「ピンホールカメラ」
の三つの製作教室を、地域の公民館講座の講師
や大工さん等に協力していただき、約250名の
参加者で実施しました。親子で作ったり、グループ
で作ったりと子どもたちや保護者の声が響き渡る
半日でした。

1企画委員合宿企画委員合宿

3くにみ人生ゲームくにみ人生ゲーム

5

2うみたまご 星野和夫と行く

わくわく磯体験
うみたまご 星野和夫と行く

わくわく磯体験

4 文化財調査員と行く

伊美山噴火口跡登山
文化財調査員と行く

伊美山噴火口跡登山

わくわくⅩ’mas会わくわくⅩ’mas会
12/23　みんなんかん12/23　みんなんかん

11/25　赤根・伊美山11/25　赤根・伊美山

10/28
みんなんかん

10/28
みんなんかん

8/23～24　みんなんかん8/23～24　みんなんかん

9/9　高島海岸9/9　高島海岸

 国見地域では、平成14年度から社会教育の一環として、地域や子ども会、保護者、中学校との協力により子どもたちの
「社会力」を育むのを目標に「自然・体験・異年齢」をキーワードに「くにみっ子わくわく体験事業」（主催　くにみっ子わくわく
体験事業実行委員会）を実施しています。本年度も土曜日を中心に５回の実践的活動を通じて地域、保護者、中学生が
子どもたち（小学生）をサポートし、体験活動を実施いたしました。

地域や子ども、保護者が
　　　　　　一緒になって活動しました!!
地域や子ども、保護者が
　　　　　　一緒になって活動しました!!
「くにみっ子わくわく体験事業」報告　国東市教育委員会 国見教育事務所
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国見図書館　おはなしひろば
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員と磯に出かけて、生物観察を実施、「に
な拾い」をしていた保護者もいました。

　文化財調査員さんと一緒に登り口の木
を掻き分けながら進む子どもたち。「こん
な道初めて!」と最後は保護者が弱音を吐
いている場面もありました。近くにある
馬頭観音や赤水観音にも参拝しました。

　子どもたちの募集とあって20チーム
（約180人）参加がありました。体
力・知力・「こべ」を使い皆で人生の
様々なハードルを越えていきました。

　「リース作り」「木工教室」「ピンホールカメラ」
の三つの製作教室を、地域の公民館講座の講師
や大工さん等に協力していただき、約250名の
参加者で実施しました。親子で作ったり、グループ
で作ったりと子どもたちや保護者の声が響き渡る
半日でした。
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9/9　高島海岸9/9　高島海岸

 国見地域では、平成14年度から社会教育の一環として、地域や子ども会、保護者、中学校との協力により子どもたちの
「社会力」を育むのを目標に「自然・体験・異年齢」をキーワードに「くにみっ子わくわく体験事業」（主催　くにみっ子わくわく
体験事業実行委員会）を実施しています。本年度も土曜日を中心に５回の実践的活動を通じて地域、保護者、中学生が
子どもたち（小学生）をサポートし、体験活動を実施いたしました。

地域や子ども、保護者が
　　　　　　一緒になって活動しました!!
地域や子ども、保護者が
　　　　　　一緒になって活動しました!!
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壮
年
期
女
性
の
が
ん
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ

　

今
、
日
本
女
性
の
30
人
に
１
人
が
乳

が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
る
人
は
年
々
増
加
し
、
今
で

は
１
年
間
に
約
１
万
人
。

　

こ
こ
30
年
の
乳
が
ん
の
急
激
な
増
加

は
、
食
生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
が
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（
女
性
ホ
ル
モ

ン
）
の
分
泌
に
影
響
し
て
い
る
た
め
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
女
性
の
壮
年
層
（
30
〜
64

歳
）
の
癌
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
関
心
な

人
が
多
い
の
も
現
状
で
す
。

最
も
か
か
り
や
す
い
の
は
40
代

 

「
乳
が
ん
は
ま
だ
私
に
は
関
係
な
い
」

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
診
断
・
早
期
治
療
の
大
切
さ
を
伝
え
る

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

乳
が
ん
に
か
か
る
人
は
30
代
か
ら
40

代
に
か
け
て
急
増
し
ま
す
。

　

閉
経
し
た
か
ら
乳
が
ん
に
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
若
い
か
ら
と
い
っ
て
も
油
断
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

乳
が
ん
は
何
歳
で
も
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
や
親
戚
に
乳
が
ん
の
人
が
い
な

い
、
出
産
・
授
乳
経
験
が
あ
る
か
ら
大

丈
夫
、
と
い
う
こ
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

　

乳
が
ん
に
な
ら
な
い
と
い
え
る
人
は

一
人
も
い
な
い
の
で
す
。

早
期
な
ら
約
90
％
が
治
り
ま
す

　

残
念
な
が
ら
、
現
在
乳
が
ん
の
予
防

法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
期
発
見
で
あ

れ
ば
約
90
％
の
人
が
治
り
ま
す
。
決
し

て
恐
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

や
検
診
が
大
切
な
の
で
す
。

変
化
に
気
づ
い
た
ら

す
ぐ
に
診
察
を

　

気
に
な
る
し
こ
り
や
変
化
を
み
つ
け

た
ら
、
す
ぐ
に
専
門
の
医
療
機
関
で
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

女
性
特
有
の
病
気
な
の
で
婦
人
科
を

受
診
し
た
り
、
外
傷
で
は
な
い
か
ら
と

内
科
を
受
診
す
る
と
思
っ
て
い
る
方
も

い
ま
す
が
、
乳
房
の
専
門
は
乳
腺
科
。

基
本
的
に
外
科
の
中
に
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

病
院
に
よ
っ
て
は
婦
人
科
、
放
射
線

科
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

受
診
前
に
問
い
合
わ
せ
て
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
を

　
  

ご
存
じ
で
す
か
？

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
を

　
  

ご
存
じ
で
す
か
？

保健センターです保健センターです
お元気

ですか

毎
月
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
に

　

乳
が
ん
は
身
体
の
表
面
に

近
い
部
分
に
発
生
す
る
た
め
、

観
察
し
た
り
ふ
れ
た
り
す
る

こ
と
で
自
分
で
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
が
ん
で
す
。

　

生
理
が
終
わ
っ
て
４
〜
５

日
後
、乳
房
の
は
り
や
痛
み
が

な
く
な
り
柔
ら
か
い
状
態
の

時
に
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。閉
経
後
の
人
は
毎

月
１
回
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
日
を

決
め
て
行
い
ま
す
。

①
指
で
ふ
れ
て
チ
ェ
ッ
ク

　

お
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
の
時
、

石
鹸
が
つ
い
た
手
で
ふ
れ
る

と
乳
房
の
凹
凸
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。

⑴
　

４
本
の
指
を
そ
ろ
え
て
、

指
の
腹
と
ろ
っ
骨
で
乳
房

を
は
さ
む
よ
う
に
ふ
れ
ま

す
。「
の
」の
字
を
書
く
よ

う
に
指
を
動
か
し
ま
す
。し

こ
り
や
硬
い
こ
ぶ
が
な
い

か
、
乳
房
の
一
部
が
硬
く
な

い
か
、わ
き
の
下
か
ら
乳
首

ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

⑵
　

乳
房
や
乳
首
を
し
ぼ
る

よ
う
に
し
て
乳
首
か
ら
分

泌
物
が
で
な
い
か
を
調
べ

ま
す
。

②
鏡
の
前
で
チ
ェ
ッ
ク

　

腕
を
高
く
上
げ
て
、ひ
き
つ

れ
、く
ぼ
み
、
乳
輪
の
変
化
が

な
い
か
、
乳
首
の
へ
こ
み
、
湿

疹
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。ま

た
、腕
を
腰
に
当
て
て
し
こ
り

や
く
ぼ
み
が
な
い
か
観
察
し

ま
す
。

　

乳
房
の
変
化
を
確
認
す
る

た
め
、チ
ェ
ッ
ク
結
果
を
ノ
ー

ト
な
ど
に
書
き
と
め
て
お
く

と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

市
報
11
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
、「
子
育

て
を
考
え
る
つ
ど
い
（
親
子
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
）」
を
１
月
20
日
㈯
に
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
は
小
町
正
さ
ん
（
通
称
オ
マ

チ
マ
ン
）
を
迎
え
、
大
人
と
子
ど
も
合
わ

せ
て
約
１
８
０
名
の
参
加
で
し
た
。
手
遊

び
や
歌
遊
び
を
通
し
て
子
ど
も
同
士
や
親

子
で
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

父
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
参
加
も
何
人

か
見
ら
れ
、
に
ぎ
や
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な

声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
見
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
来
場
者
の
方
に
感
想

を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
記
入
し
て
も
ら
い

ま
し
た
の
で
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
】

●
子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。

●
日
ご
ろ
何
か
と
忙
し
く
て
子
ど
も
と
接

す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
今
日
は
い
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

●
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
改
め
て

考
え
ま
し
た
。

●
子
ど
も
た
ち
と
お
な
じ
気
持
ち
で
過
ご

す
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。

●
え
ら
く
子
ど
も
が
べ
た
べ
た
と
ひ
っ
つ

い
て
き
た
。
日
ご
ろ
の
愛
情
不
足
を
解

消
で
き
た
!?

●
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
た
し
、
ど
う

遊
べ
ば
い
い
か
参
考
に
な
っ
た
。

●
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
子
ど
も
は
家
に

い
る
と
私
が
い
な
く
て
も
勝
手
に
遊
ん

で
い
る
が
向
き
合
っ
て
一
緒
に
遊
ぶ
の

も
大
事
な
ん
だ
と
実
感
し
た
。

●
楽
し
か
っ
た
。
い
つ
も
は
父
親
と
遊
べ

な
い
の
で
よ
か
っ
た
。
　

な
ど

　

全
体
的
に
は
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会

が
持
て
た
こ
と
が
と
て
も
よ
か
っ
た
と
い

う
意
見
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
働
く
親

が
増
え
た
こ
と
で
、
ゆ
っ
く
り
子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
が
持
て
て
い
な
い
と
い
う

実
態
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
い
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
少
し
で
も
親
子
間

の
ふ
れ
あ
い
が
も
て
る
機
会
を
作
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
そ
の
時
間
を
作
る
こ
と
が
一
番
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

よ
う
な
場
で
は
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
子

ど
も
も
大
人
も
触
れ
合
う
こ
と
で
子
ど
も

だ
け
で
な
く
親
も
楽
し
め
る
よ
う
で
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　

前
日
の
１
月
19
日
㈮
に
は
同
じ
講
師
を

迎
え
、
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
の
先

生
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
対
象

に
「
明
日
の
保
育
か
ら
す
ぐ
役
立
つ
講
習

会
」と
題
し
た
研
修
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
通
し

て
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
楽

し
さ
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
人
同
士
で
の
手

遊
び
な
ど
を
、
照
れ
な
が
ら
も
大
笑
い
し

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
、
子

ど
も
の
悲
し
い
事
件
が
多
い
中
で
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
の
大
人
と
子
ど
も
と
の
ふ
れ

あ
い
の
大
切
さ
を
先
生
た
ち
も
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
会
を
通
し
て
、
地
域
で
子
育

て
を
し
て
い
る
方
、
そ
れ
を
支
え
て
い
く

方
両
方
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
参
考
に
し
て
、
子
育
て
支
援
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
子
育
て
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た

「
子
育
て
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た

▲全員で手遊びや歌遊びを楽しみました
講師のオマチマン
こと小町正さん

▲参加者全員で記念撮影

▲講習会のようす
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保健のページ

壮
年
期
女
性
の
が
ん
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ

　

今
、
日
本
女
性
の
30
人
に
１
人
が
乳

が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
る
人
は
年
々
増
加
し
、
今
で

は
１
年
間
に
約
１
万
人
。

　

こ
こ
30
年
の
乳
が
ん
の
急
激
な
増
加

は
、
食
生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
が
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（
女
性
ホ
ル
モ

ン
）
の
分
泌
に
影
響
し
て
い
る
た
め
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
女
性
の
壮
年
層
（
30
〜
64

歳
）
の
癌
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
関
心
な

人
が
多
い
の
も
現
状
で
す
。

最
も
か
か
り
や
す
い
の
は
40
代

 

「
乳
が
ん
は
ま
だ
私
に
は
関
係
な
い
」

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
診
断
・
早
期
治
療
の
大
切
さ
を
伝
え
る

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

乳
が
ん
に
か
か
る
人
は
30
代
か
ら
40

代
に
か
け
て
急
増
し
ま
す
。

　

閉
経
し
た
か
ら
乳
が
ん
に
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
若
い
か
ら
と
い
っ
て
も
油
断
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

乳
が
ん
は
何
歳
で
も
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
や
親
戚
に
乳
が
ん
の
人
が
い
な

い
、
出
産
・
授
乳
経
験
が
あ
る
か
ら
大

丈
夫
、
と
い
う
こ
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

　

乳
が
ん
に
な
ら
な
い
と
い
え
る
人
は

一
人
も
い
な
い
の
で
す
。

早
期
な
ら
約
90
％
が
治
り
ま
す

　

残
念
な
が
ら
、
現
在
乳
が
ん
の
予
防

法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
期
発
見
で
あ

れ
ば
約
90
％
の
人
が
治
り
ま
す
。
決
し

て
恐
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

や
検
診
が
大
切
な
の
で
す
。

変
化
に
気
づ
い
た
ら

す
ぐ
に
診
察
を

　

気
に
な
る
し
こ
り
や
変
化
を
み
つ
け

た
ら
、
す
ぐ
に
専
門
の
医
療
機
関
で
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

女
性
特
有
の
病
気
な
の
で
婦
人
科
を

受
診
し
た
り
、
外
傷
で
は
な
い
か
ら
と

内
科
を
受
診
す
る
と
思
っ
て
い
る
方
も

い
ま
す
が
、
乳
房
の
専
門
は
乳
腺
科
。

基
本
的
に
外
科
の
中
に
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

病
院
に
よ
っ
て
は
婦
人
科
、
放
射
線

科
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

受
診
前
に
問
い
合
わ
せ
て
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
を

　

  

ご
存
じ
で
す
か
？

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
を

　

  

ご
存
じ
で
す
か
？

保健センターです保健センターです
お元気

ですか

毎
月
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
に

　

乳
が
ん
は
身
体
の
表
面
に

近
い
部
分
に
発
生
す
る
た
め
、

観
察
し
た
り
ふ
れ
た
り
す
る

こ
と
で
自
分
で
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
が
ん
で
す
。

　

生
理
が
終
わ
っ
て
４
〜
５

日
後
、乳
房
の
は
り
や
痛
み
が

な
く
な
り
柔
ら
か
い
状
態
の

時
に
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。閉
経
後
の
人
は
毎

月
１
回
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
日
を

決
め
て
行
い
ま
す
。

①
指
で
ふ
れ
て
チ
ェ
ッ
ク

　

お
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
の
時
、

石
鹸
が
つ
い
た
手
で
ふ
れ
る

と
乳
房
の
凹
凸
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。

⑴
　

４
本
の
指
を
そ
ろ
え
て
、

指
の
腹
と
ろ
っ
骨
で
乳
房

を
は
さ
む
よ
う
に
ふ
れ
ま

す
。「
の
」の
字
を
書
く
よ

う
に
指
を
動
か
し
ま
す
。し

こ
り
や
硬
い
こ
ぶ
が
な
い

か
、
乳
房
の
一
部
が
硬
く
な

い
か
、わ
き
の
下
か
ら
乳
首

ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

⑵
　

乳
房
や
乳
首
を
し
ぼ
る

よ
う
に
し
て
乳
首
か
ら
分

泌
物
が
で
な
い
か
を
調
べ

ま
す
。

②
鏡
の
前
で
チ
ェ
ッ
ク

　

腕
を
高
く
上
げ
て
、ひ
き
つ

れ
、く
ぼ
み
、
乳
輪
の
変
化
が

な
い
か
、
乳
首
の
へ
こ
み
、
湿

疹
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。ま

た
、腕
を
腰
に
当
て
て
し
こ
り

や
く
ぼ
み
が
な
い
か
観
察
し

ま
す
。

　

乳
房
の
変
化
を
確
認
す
る

た
め
、チ
ェ
ッ
ク
結
果
を
ノ
ー

ト
な
ど
に
書
き
と
め
て
お
く

と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

市
報
11
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
、「
子
育

て
を
考
え
る
つ
ど
い
（
親
子
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
）」
を
１
月
20
日
㈯
に
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
は
小
町
正
さ
ん
（
通
称
オ
マ

チ
マ
ン
）
を
迎
え
、
大
人
と
子
ど
も
合
わ

せ
て
約
１
８
０
名
の
参
加
で
し
た
。
手
遊

び
や
歌
遊
び
を
通
し
て
子
ど
も
同
士
や
親

子
で
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

父
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
参
加
も
何
人

か
見
ら
れ
、
に
ぎ
や
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な

声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
見
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
来
場
者
の
方
に
感
想

を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
記
入
し
て
も
ら
い

ま
し
た
の
で
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
】

●
子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。

●
日
ご
ろ
何
か
と
忙
し
く
て
子
ど
も
と
接

す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
今
日
は
い
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

●
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
改
め
て

考
え
ま
し
た
。

●
子
ど
も
た
ち
と
お
な
じ
気
持
ち
で
過
ご

す
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。

●
え
ら
く
子
ど
も
が
べ
た
べ
た
と
ひ
っ
つ

い
て
き
た
。
日
ご
ろ
の
愛
情
不
足
を
解

消
で
き
た
!?

●
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
た
し
、
ど
う

遊
べ
ば
い
い
か
参
考
に
な
っ
た
。

●
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
子
ど
も
は
家
に

い
る
と
私
が
い
な
く
て
も
勝
手
に
遊
ん

で
い
る
が
向
き
合
っ
て
一
緒
に
遊
ぶ
の

も
大
事
な
ん
だ
と
実
感
し
た
。

●
楽
し
か
っ
た
。
い
つ
も
は
父
親
と
遊
べ

な
い
の
で
よ
か
っ
た
。
　

な
ど

　

全
体
的
に
は
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会

が
持
て
た
こ
と
が
と
て
も
よ
か
っ
た
と
い

う
意
見
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
働
く
親

が
増
え
た
こ
と
で
、
ゆ
っ
く
り
子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
が
持
て
て
い
な
い
と
い
う

実
態
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
い
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
少
し
で
も
親
子
間

の
ふ
れ
あ
い
が
も
て
る
機
会
を
作
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
そ
の
時
間
を
作
る
こ
と
が
一
番
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

よ
う
な
場
で
は
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
子

ど
も
も
大
人
も
触
れ
合
う
こ
と
で
子
ど
も

だ
け
で
な
く
親
も
楽
し
め
る
よ
う
で
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　

前
日
の
１
月
19
日
㈮
に
は
同
じ
講
師
を

迎
え
、
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
の
先

生
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
対
象

に
「
明
日
の
保
育
か
ら
す
ぐ
役
立
つ
講
習

会
」と
題
し
た
研
修
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
通
し

て
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
楽

し
さ
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
人
同
士
で
の
手

遊
び
な
ど
を
、
照
れ
な
が
ら
も
大
笑
い
し

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
、
子

ど
も
の
悲
し
い
事
件
が
多
い
中
で
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
の
大
人
と
子
ど
も
と
の
ふ
れ

あ
い
の
大
切
さ
を
先
生
た
ち
も
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
会
を
通
し
て
、
地
域
で
子
育

て
を
し
て
い
る
方
、
そ
れ
を
支
え
て
い
く

方
両
方
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
参
考
に
し
て
、
子
育
て
支
援
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
子
育
て
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た

「
子
育
て
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た

▲全員で手遊びや歌遊びを楽しみました
講師のオマチマン
こと小町正さん

▲参加者全員で記念撮影

▲講習会のようす
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（１月31日現在）
　男　　16,334人（△3）
　女　　18,006人（△15）
　計　　34,340人（△18）
世帯数　13,478世帯（9）

KUNISAKI

情

報

情

報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

３月の納税：介護保険料（第10期分）
納期限は４月２日（月） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２

催 

し
講 

座

お
知
ら
せ

 

第
６
回
弥
生
の
ム
ラ
を
詠
む

 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

内
容
　

「
第
６
回
弥
生
の
ム
ラ
を
詠

む
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
作

品
展

期
間
　

３
月
31
日
㈯
ま
で

場
所
　

国
東
市
歴
史
体
験
学
習
館

入
場
料
　

大
人
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
　

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ

国
東
市
歴
史
体
験
学
習
館

☎
０
９
７
８
72
２
６
７
７

 

障
が
い
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
　

３
月
26
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
　

障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
三
角
ベ
ー
ス

内
容
　

講
義
・
市
福
祉
事
務
所
等
施

設
見
学
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

申
込
締
切
　

３
月
23
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
共
生
荘
　

障
が
い
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
三
角
ベ
ー
ス

☎
０
９
７
８
64
７
５
３
３

 

新
た
な
担
い
手
対
策
に
お
け
る
就
農
研
修
事
業
の

 

長
期
・
中
期（
前
期
）研
修
生
募
集

○
長
期
研
修

期
間
　

４
月
13
日
㈮
〜
10
月
12
日
㈮

の
６
ヵ
月

時
間
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

コ
ー
ス
　

野
菜
コ
ー
ス

定
員
　

10
名

受
講
料
　

１
２
、
０
０
０
円
（
教
材

費
・
研
修
実
費
は
別
途
）

申
込
期
限
　

３
月
26
日
㈪

○
中
期
研
修

期
間
　

農
業
大
学
校
会
場
　

４
月
21

日
㈯
〜
７
月
14
日
㈯
の
３
ヵ
月
間

農
業
文
化
公
園
会
場
　

４
月
14
日
㈯

〜
７
月
７
日
㈯
の
３
ヵ
月
間

週
１
回
土
曜
日

時
間

計
12
回
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

コ
ー
ス
　

園
芸
コ
ー
ス（
主
に
野
菜
）

受
講
料
　

３
、０
０
０
円
（
教
材
費
・

研
修
実
費
は
別
途
）

申
込
期
限
　

３
月
26
日
㈪

問
い
合
わ
せ
　

農
政
課
振
興
係

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

内
線
２
５
２

（
２
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　
（
敬
称
略
）

１
月

31
日
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

岡
松
　

澄
子
（
74
歳
）

２
月

２
日
　

武
蔵
町
内
田

　
　
　
　
　

有
次
　

菊
代
（
61
歳
）

３
日
　

安
岐
町
馬
場

　
　
　
　
　

永
松
ナ
ミ
ヱ
（
90
歳
）

４
日
　

国
東
町
大
恩
寺

　
　
　
　
　

川
野
ト
キ
ヱ
（
92
歳
）

６
日
　

国
見
町
竹
田
津

　
　
　
　
　

津
﨑
　

正
　

（
83
歳
）

７
日
　

武
蔵
町
丸
小
野

　
　
　
　
　

幸
松
　

友
夫
（
86
歳
）

　
　
　

安
岐
町
油
留
木

　
　
　
　
　

益
永
　

泰
藏
（
81
歳
）

　
　
　

国
東
町
横
手

　
　
　
　
　

岡
　
　

ハ
ル
（
91
歳
）

９
日
　

安
岐
町
塩
屋

　
　
　
　
　

齋
藤
ス
ミ
子
（
89
歳
）

　
　
　

国
東
町
富
来
浦

　
　
　
　
　

清
成
　

清
繁
（
83
歳
）

11
日
　

武
蔵
町
糸
原

　
　
　
　
　

美
登
　

宗
吉
（
86
歳
）

　
　
　

武
蔵
町
糸
原

　
　
　
　
　

田
邉
　

ナ
ミ
（
84
歳
）

　
　
　

国
見
町
櫛
海

　
　
　
　
　

藤
川
　

昭
子
（
79
歳
）

12
日
　

武
蔵
町
丸
小
野

　
　
　
　
　

中
野
ト
シ
ヱ
（
89
歳
）

　
　
　

国
東
町
原

　
　
　
　
　

堤
　
　

宅
磨
（
91
歳
）

　
　
　

国
見
町
竹
田
津

　
　
　
　
　

菊
池
　

末
子
（
90
歳
）

13
日
　

国
東
町
田
深

　
　
　
　
　

小
林
　

正
子
（
72
歳
）

　
　
　

国
東
町
北
江

　
　
　
　
　

禮
田
　
　

江
（
73
歳
）

　
　
　

国
見
町
櫛
来

　
　
　
　
　

末
平
　

浩
一
（
66
歳
）

　
　
　

国
見
町
櫛
来

　
　
　
　
　

安
西
ケ
サ
コ
（
92
歳
）

14
日
　

国
東
町
安
国
寺

　
　
　
　
　

福
本
ハ
ツ
子
（
91
歳
）

１
月
　

27
日
　

武
蔵
町
池
ノ
内
　

田
中
　

大
智
（
雅
樹
・
美
香
）

　
　
　

29
日
　

安
岐
町
大
添
　
　

中
野
　
　

玲
（
智
晴
・
敏
恵
）

２
月
　

７
日
　

安
岐
町
馬
場
　
　

安
部
花
奈
美
（
俊
一
・
聡
子
）

　
　
　

８
日
　

国
見
町
櫛
来
　
　

西
村
　

彩
花
（
翼
・
久
美
子
）

　
　
　

９
日
　

安
岐
町
中
園
　
　

德
部
み
そ
ら
（
敬
治
・
京
子
）

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
２
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

ち

だ
いあ

き
ら

み

な

か

か

あ
や

 

国
東
市
民
病
院
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
　

調
理
員（
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
）

採
用
予
定
日
　

４
月
１
日

採
用
方
法
　

面
接
試
験

募
集
人
員
　

１
名

応
募
要
領
　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真

付
き
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
３

月
22
日
㈭
ま
で
に
、
市
民
病
院
に
持

参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵

送
の
場
合
、３
月
22
日
㈭
消
印
有
効
）

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

国
東
市
民
病
院
管
理
課

☎
０
９
７
８
67
１
２
１
１

 

大
分
県
議
会
議
員
国
東
市
・

 

東
国
東
郡
選
挙
区
に
お
け
る

 

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

日
時

３
月
15
日
㈭
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
３
階
会
議
室

そ
の
他
　

出
席
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
７
８
72
５
１
９
９

　国東市では、平成19年度、市の施設等において業
務補助等を行う臨時・嘱託職員の募集及び採用候補
者名簿の登録を受け付けます。
　この登録は、必要に応じて雇用するものであり、
必ずしも雇用をお約束するものではありません。（４
月１日採用の職種もあります。）
申込方法
　本庁総務課人事係、各総合支所地域総務課に備え
付けの「登録申込書」に必要事項を記入し、直接又

は郵送でお申し込みください。※資格を必要とする
職種は、資格証明書の写しを添付してください。
申込受付期間
•３月１日㈭から随時（４月以降も受け付けます）
•午前８時30分から午後５時15分
　（土・日曜日、祝日を除く）
※登録され採用の場合は、面接試験を行います。
※雇用条件等、詳細はお問い合わせください。

問い合わせ　総務課人事係　☎0978721111　内線208・209

募集・登録受付内容一覧

国東市臨時職員及び嘱託職員の募集及び登録受付について国東市臨時職員及び嘱託職員の募集及び登録受付について

　　　　　　　　　　

職　種 応募資格等 備　考勤務場所

介護支援専門員（ケアマネージャー）

支 援 員（ 介 護 職 員 ）

生 活 相 談 員

図 書 司 書

介 護 認 定 調 査 員

保 育 士

幼 稚 園 教 諭

調 理 員

学 校 校 務 員

保 健 師

看 護 職 員

レ セ プト 点 検 事 務

介護支援専門員、自動車運転免許

特に資格を必要としない

社会福祉主事

図書司書経験者が望ましい

保健師、看護師、ケアマネージャー、自動車運転免許

保育士

幼稚園教諭

調理師が望ましい

特に資格を必要としない

保健師

看護師

医療事務資格

包括支援センター

市内老人ホーム

市内老人ホーム

市内図書館

本庁、総合支所

市内保育所

市内幼稚園

給食センター等

小、中学校

本庁、総合支所

本庁、総合支所、老人ホーム

本庁

嘱託職員、４月採用有り

臨時職員、４月採用有り

臨時職員、４月採用有り

臨時職員、４月採用有り

臨時職員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

特別障害者手当　◎手当月額　26,440円
　20歳以上であって、身体障害者手帳のお
おむね２級程度以上の障がいを２つ以上有
し、日常生活において常時特別の介護を必
要とするような在宅の重度の障がいがある
方に支給されます。（所得による制限等が
あります。）

障害児福祉手当　◎手当月額　14,380円
　20歳未満であって、重度の障がい（身体
障害者手帳のおおむね２級程度以上）があ
るため、日常生活において常時介護を必要
とするような在宅の障がいがある児童に支
給されます。（所得による制限があります。）

特別児童扶養手当
　精神、知的又は身体に中程度以上の障が
いがある20歳未満の児童を監護する父母、
又は養育者に支給されます。（所得制限が
あります。）
◎手当月額
　１級障がい　50,750円
　２級障がい　33,800円
　なお、対象児童が児童福祉施設に入所し
ている場合には支給されません。

問い合わせ
国東市福祉事務所福祉係　☎0978721111　
内線148

各種福祉手当をご存知ですか各種福祉手当をご存知ですか福祉のお知らせ福祉のお知らせ

各種福祉手当を受給するためには申請手続きが必要です。
いずれかの手当を受給できると思われる方は、お気軽にお尋ねください。
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（１月31日現在）
　男　　16,334人（△3）
　女　　18,006人（△15）
　計　　34,340人（△18）
世帯数　13,478世帯（9）

KUNISAKI

情

報

情

報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

３月の納税：介護保険料（第10期分）
納期限は４月２日（月） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２

催 

し
講 

座

お
知
ら
せ

 

第
６
回
弥
生
の
ム
ラ
を
詠
む

 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

内
容
　

「
第
６
回
弥
生
の
ム
ラ
を
詠

む
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
作

品
展

期
間
　

３
月
31
日
㈯
ま
で

場
所
　

国
東
市
歴
史
体
験
学
習
館

入
場
料
　

大
人
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
　

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ

国
東
市
歴
史
体
験
学
習
館

☎
０
９
７
８
72
２
６
７
７

 

障
が
い
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
　

３
月
26
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
　

障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
三
角
ベ
ー
ス

内
容
　

講
義
・
市
福
祉
事
務
所
等
施

設
見
学
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

申
込
締
切
　

３
月
23
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
共
生
荘
　

障
が
い
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
三
角
ベ
ー
ス

☎
０
９
７
８
64
７
５
３
３

 

新
た
な
担
い
手
対
策
に
お
け
る
就
農
研
修
事
業
の

 

長
期
・
中
期（
前
期
）研
修
生
募
集

○
長
期
研
修

期
間
　

４
月
13
日
㈮
〜
10
月
12
日
㈮

の
６
ヵ
月

時
間
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

コ
ー
ス
　

野
菜
コ
ー
ス

定
員
　

10
名

受
講
料
　

１
２
、
０
０
０
円
（
教
材

費
・
研
修
実
費
は
別
途
）

申
込
期
限
　

３
月
26
日
㈪

○
中
期
研
修

期
間
　

農
業
大
学
校
会
場
　

４
月
21

日
㈯
〜
７
月
14
日
㈯
の
３
ヵ
月
間

農
業
文
化
公
園
会
場
　

４
月
14
日
㈯

〜
７
月
７
日
㈯
の
３
ヵ
月
間

週
１
回
土
曜
日

時
間

計
12
回
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

コ
ー
ス
　

園
芸
コ
ー
ス（
主
に
野
菜
）

受
講
料
　

３
、０
０
０
円
（
教
材
費
・

研
修
実
費
は
別
途
）

申
込
期
限
　

３
月
26
日
㈪

問
い
合
わ
せ
　

農
政
課
振
興
係

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

内
線
２
５
２

（
２
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　
（
敬
称
略
）

１
月

31
日
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

岡
松
　

澄
子
（
74
歳
）

２
月

２
日
　

武
蔵
町
内
田

　
　
　
　
　

有
次
　

菊
代
（
61
歳
）

３
日
　

安
岐
町
馬
場

　
　
　
　
　

永
松
ナ
ミ
ヱ
（
90
歳
）

４
日
　

国
東
町
大
恩
寺

　
　
　
　
　

川
野
ト
キ
ヱ
（
92
歳
）

６
日
　

国
見
町
竹
田
津

　
　
　
　
　

津
﨑
　

正
　

（
83
歳
）

７
日
　

武
蔵
町
丸
小
野

　
　
　
　
　

幸
松
　

友
夫
（
86
歳
）

　
　
　

安
岐
町
油
留
木

　
　
　
　
　

益
永
　

泰
藏
（
81
歳
）

　
　
　

国
東
町
横
手

　
　
　
　
　

岡
　
　

ハ
ル
（
91
歳
）

９
日
　

安
岐
町
塩
屋

　
　
　
　
　

齋
藤
ス
ミ
子
（
89
歳
）

　
　
　

国
東
町
富
来
浦

　
　
　
　
　

清
成
　

清
繁
（
83
歳
）

11
日
　

武
蔵
町
糸
原

　
　
　
　
　

美
登
　

宗
吉
（
86
歳
）

　
　
　

武
蔵
町
糸
原

　
　
　
　
　

田
邉
　

ナ
ミ
（
84
歳
）

　
　
　

国
見
町
櫛
海

　
　
　
　
　

藤
川
　

昭
子
（
79
歳
）

12
日
　

武
蔵
町
丸
小
野

　
　
　
　
　

中
野
ト
シ
ヱ
（
89
歳
）

　
　
　

国
東
町
原

　
　
　
　
　

堤
　
　

宅
磨
（
91
歳
）

　
　
　

国
見
町
竹
田
津

　
　
　
　
　

菊
池
　

末
子
（
90
歳
）

13
日
　

国
東
町
田
深

　
　
　
　
　

小
林
　

正
子
（
72
歳
）

　
　
　

国
東
町
北
江

　
　
　
　
　

禮
田
　
　

江
（
73
歳
）

　
　
　

国
見
町
櫛
来

　
　
　
　
　

末
平
　

浩
一
（
66
歳
）

　
　
　

国
見
町
櫛
来

　
　
　
　
　

安
西
ケ
サ
コ
（
92
歳
）

14
日
　

国
東
町
安
国
寺

　
　
　
　
　

福
本
ハ
ツ
子
（
91
歳
）

１
月
　

27
日
　

武
蔵
町
池
ノ
内
　

田
中
　

大
智
（
雅
樹
・
美
香
）

　
　
　

29
日
　

安
岐
町
大
添
　
　

中
野
　
　

玲
（
智
晴
・
敏
恵
）

２
月
　

７
日
　

安
岐
町
馬
場
　
　

安
部
花
奈
美
（
俊
一
・
聡
子
）

　
　
　

８
日
　

国
見
町
櫛
来
　
　

西
村
　

彩
花
（
翼
・
久
美
子
）

　
　
　

９
日
　

安
岐
町
中
園
　
　

德
部
み
そ
ら
（
敬
治
・
京
子
）

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
２
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

ち

だ
いあ

き
ら

み

な

か

か

あ
や

 

国
東
市
民
病
院
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
　

調
理
員（
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
）

採
用
予
定
日
　

４
月
１
日

採
用
方
法
　

面
接
試
験

募
集
人
員
　

１
名

応
募
要
領
　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真

付
き
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
３

月
22
日
㈭
ま
で
に
、
市
民
病
院
に
持

参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵

送
の
場
合
、３
月
22
日
㈭
消
印
有
効
）

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

国
東
市
民
病
院
管
理
課

☎
０
９
７
８
67
１
２
１
１

 

大
分
県
議
会
議
員
国
東
市
・

 

東
国
東
郡
選
挙
区
に
お
け
る

 

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

日
時

３
月
15
日
㈭
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
３
階
会
議
室

そ
の
他
　

出
席
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
７
８
72
５
１
９
９

　国東市では、平成19年度、市の施設等において業
務補助等を行う臨時・嘱託職員の募集及び採用候補
者名簿の登録を受け付けます。
　この登録は、必要に応じて雇用するものであり、
必ずしも雇用をお約束するものではありません。（４
月１日採用の職種もあります。）
申込方法
　本庁総務課人事係、各総合支所地域総務課に備え
付けの「登録申込書」に必要事項を記入し、直接又

は郵送でお申し込みください。※資格を必要とする
職種は、資格証明書の写しを添付してください。
申込受付期間
•３月１日㈭から随時（４月以降も受け付けます）
•午前８時30分から午後５時15分
　（土・日曜日、祝日を除く）
※登録され採用の場合は、面接試験を行います。
※雇用条件等、詳細はお問い合わせください。

問い合わせ　総務課人事係　☎0978721111　内線208・209

募集・登録受付内容一覧

国東市臨時職員及び嘱託職員の募集及び登録受付について国東市臨時職員及び嘱託職員の募集及び登録受付について

　　　　　　　　　　

職　種 応募資格等 備　考勤務場所

介護支援専門員（ケアマネージャー）

支 援 員（ 介 護 職 員 ）

生 活 相 談 員

図 書 司 書

介 護 認 定 調 査 員

保 育 士

幼 稚 園 教 諭

調 理 員

学 校 校 務 員

保 健 師

看 護 職 員

レ セ プト 点 検 事 務

介護支援専門員、自動車運転免許

特に資格を必要としない

社会福祉主事

図書司書経験者が望ましい

保健師、看護師、ケアマネージャー、自動車運転免許

保育士

幼稚園教諭

調理師が望ましい

特に資格を必要としない

保健師

看護師

医療事務資格

包括支援センター

市内老人ホーム

市内老人ホーム

市内図書館

本庁、総合支所

市内保育所

市内幼稚園

給食センター等

小、中学校

本庁、総合支所

本庁、総合支所、老人ホーム

本庁

嘱託職員、４月採用有り

臨時職員、４月採用有り

臨時職員、４月採用有り

臨時職員、４月採用有り

臨時職員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

特別障害者手当　◎手当月額　26,440円
　20歳以上であって、身体障害者手帳のお
おむね２級程度以上の障がいを２つ以上有
し、日常生活において常時特別の介護を必
要とするような在宅の重度の障がいがある
方に支給されます。（所得による制限等が
あります。）

障害児福祉手当　◎手当月額　14,380円
　20歳未満であって、重度の障がい（身体
障害者手帳のおおむね２級程度以上）があ
るため、日常生活において常時介護を必要
とするような在宅の障がいがある児童に支
給されます。（所得による制限があります。）

特別児童扶養手当
　精神、知的又は身体に中程度以上の障が
いがある20歳未満の児童を監護する父母、
又は養育者に支給されます。（所得制限が
あります。）
◎手当月額
　１級障がい　50,750円
　２級障がい　33,800円
　なお、対象児童が児童福祉施設に入所し
ている場合には支給されません。

問い合わせ
国東市福祉事務所福祉係　☎0978721111　
内線148

各種福祉手当をご存知ですか各種福祉手当をご存知ですか福祉のお知らせ福祉のお知らせ

各種福祉手当を受給するためには申請手続きが必要です。
いずれかの手当を受給できると思われる方は、お気軽にお尋ねください。
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仏の里に鬼が舞う
岩戸寺で修正鬼会

月　日 病　　院　　名 所  在  地 電話番号

福田産婦人科内科医院

福永胃腸科外科医院

は る か ぜ 醫 院

あ お ぞ ら 病 院

堀 田 医 院

家 近 泌 尿 器 科 医 院

富来Ｋ．クリニック

むさし整形外科医院

国 東 町 田 深

国 東 町 鶴 川

国見町大熊毛

国 東 町 小 原

国 見 町 伊 美

武 蔵 町 古 市

国東町富来浦

武 蔵 町 古 市

72-0168

72-3001

89-9414

72-0455

82-0490

68-0144

73-3010

69-0171

3月11日

3月18日

3月21日

3月25日

3月の休日在宅当番医

◆
安
岐
中
学
校
新
聞
部
の「
暁
雲
」が
見

事
全
国
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。受
賞
し
た
新
聞
を
読

ん
で
、そ
の
充
実
し
た
内
容
に
び
っ
く

り
！
　

生
徒
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め「
誰
で
も
読

め
る
、誰
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
新

聞
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
が
、さ
す
が
全
国
第
一
位
。私
も

見
習
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。◆「
自

分
の
住
む
地
域
を
愛
し
、自
信
と
元
気

と
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」と
熱
く

語
る
大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
溝

畑
宏
社
長
の
講
演
に
、取
材
を
忘
れ
思

わ
ず
聴
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ま
さ

に「
く
に
さ
き
を
愛
し
、く
に
さ
き
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
」と
皆
さ
ん
が
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
こ

と
が
広
報
の
役
割
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
る「
市
報
く
に
さ
き
」を
め
ざ
し
て
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

  

（
田
川
）

月　日 病　　院　　名 所  在  地 電話番号

な か よ し 歯 科 医 院

ア キ モ ト 歯 科 医 院

福 永 歯 科 医 院

岐 部 歯 科 医 院

武 蔵 町 古 市

安 岐 町 西 本

国 東 町 鶴 川

国 見 町 伊 美

68-0118

67-2677

72-2838

82-0078

3月11日

3月18日

3月21日

3月25日

3月の休日歯科当番医

※休日当番医は変更になることがありますので、電話でご確認のうえ受
診してください。

　国東市民病院（安岐町下原☎67-1211）は救急指定病院ですので、
休日・夜間でも急患を受け付けています。

今月の表紙は､２月24日㈯に岩戸寺で行
われた修正鬼会のようす。荒鬼とタイレシ
が輪を作って参拝客を囲み､松明で頭や
肩をたたきこの１年間の五穀豊穣・無病息
災・家内安全などを祈願しました。

いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき

Number 012 3  2007 MarchNumber 012 3  2007 March
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